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これまでと、これから先の20年

ごあいさつ

これまでの20年間、長崎犯罪被害者支援セン

ターを支えてくださった皆様に心からの感謝と御

礼を申し上げます。また、犯罪被害のために生活

を失いながらも、毎日を乗り越えてこられた被害

者の皆様への、お見舞いと敬意を捧げます。

本来、安心安全な世の中であればセンターの活

動は忙しくなくなるのでしょうが、平成から令和

への時代の流れに伴う個別意識の多様化や情報発

信技術の進歩によって、犯罪被害の様相はますま

す複雑になって来ています。センターのある長崎

駅前も、新幹線開通とともに姿を変えようとして

います。どんなに時代が変わっても、人は相手と

出会い、関係性を作りながら社会生活をするで

しょう。自分と相手との間では「がまんと自己主

張」のバランスが、良好な人間関係作りへのカギ

であると考えます。このバランスが崩れると相手

との間に「自傷と他害」が発生、さらには「加害

と被害」に発展し、最悪の人間関係になってしま

います。

センター開設からの20年、被害者支援活動の背

景には、「交通にまつわる犯罪」「殺人・傷害事件」

「相次いだ学校での少年事件」「性暴力被害」など

がありました。センターではこのような被害者・

家族に対して「電話相談」「面接相談」「直接的支援」

「自助グループ」などの方法で、生活回復への

伴走型支援を心がけて参りました。

平成28年からは、性暴力被害ワンストップセン

ターとして「サポートながさき」の活動も行って

おります。センター全体での１年間の相談件数は

約400件で、その７割以上を性被害が占めている

現実に、改めて驚かされます。誰にも相談できな

い被害を潜在化させずに、被害者の心情に寄り添

う支援を心がけたいと思います。

また、相談支援員の養成講座も20期を数えるま

でになって、各方面から多くの有志の皆さんの受

講には胸が熱くなります。

これからの20年には、「子どもや高齢者への被

害」「性差や障害にまつわる被害」などに加え、

インターネット上での匿名性のある、ことばの暴

力の増加も心配されるところです。「犯罪被害は、

他人事ではない」「加害者が無くなれば、被害者

も出なくなる」をキーワードに、センター職員・

ボランティアが手を携えて、マラソンランナーの

支援チームのように、犯罪被害者と伴走したいと

思います。

公益社団法人
長崎犯罪被害者支援センター

理 事 長　前 田　和 明
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寄　稿

長崎犯罪被害者支援センター
設立20周年を記念して

公益社団法人長崎犯罪被害者支援センターが設

立20周年の節目を迎えられましたことを心からお

祝い申し上げます。

また、日頃から県政の推進にご理解とご協力を

賜っておりますことに厚くお礼申し上げます。

誰もが、ある日突然、犯罪に巻き込まれる可能

性があり、ひとたび犯罪に巻き込まれれば、身体

等への直接的な被害に加え、精神的後遺症や治療

費の負担などの経済的被害に遭遇することがあり

ます。さらには、無理解や配慮に欠けた言動によ

る二次被害につながるケースも見受けられます。

犯罪被害者等が再び平穏な生活を営むことがで

きるようにするためには、一人ひとりが直面して

いる困難な状況に対して配慮の行き届いた支援を

行う必要があります。

貴センターは、平成15年に設立され、電話や面

接相談をはじめ、病院や裁判所等への付き添い支

援を行うなど、犯罪被害者等に寄り添ったきめ細

かな支援活動を続けてこられました。

その後、平成20年に長崎県公安委員会から犯罪

被害者等早期援助団体として指定を受け、平成28

年からは、性暴力被害者支援のワンストップ支援

センターとしての業務も加わり、性暴力被害者を

含む犯罪被害者等に対する迅速かつ適切な支援を

実現する重要な役割を担っておられます。

こうした貴センターの取組に対しまして、改めて

心から敬意を表するとともに感謝を申し上げます。

　さて、県では、現在、犯罪被害者等基本法に基

づき、令和４年度から令和８年度までの５年間を

計画期間とする第４次長崎県犯罪被害者等支援計

画に基づき、犯罪被害者等に関する問題を社会全

体で考え、共に支え合い、誰もが安全に安心して

暮らすことができる社会の実現を目指して、各種

取組を推進しております。

また、被害者等支援条例につきましても、令和

元年の県条例の制定のほか、令和３年には県内の

全ての市町において制定されるなど、支援に向け

た整備が進んでいるところです。

県といたしましては、犯罪被害者等が一日でも

早く平穏な生活を取り戻せるよう、今後とも、貴

センターをはじめとする関係機関との連携をさら

に強化し、適切な支援を推進してまいりたいと考

えますので、なお一層のご支援とご協力を賜りま

すようお願いいたします。

結びに、長崎犯罪被害者支援センターの益々の

ご発展、並びに、関係の皆様のご健勝とご活躍を

心から祈念申し上げまして、お祝いの言葉といた

します。　

　

長崎県知事

大 石　賢 吾
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長崎犯罪被害者支援センター
設立20周年に寄せて

寄　稿

この度、長崎犯罪被害者支援センターが設立20

周年を迎えられましたことに深く敬意を表します

とともに、貴センターの皆様におかれましては、

日々犯罪被害者やその御家族の方々の心情に寄り

添い、献身的な支援活動にご尽力いただいていま

すことに、心より感謝を申し上げます。

また、貴センターの設立や運営に尽力されまし

た前理事長の塩飽志郎様を始め発起人の皆様、更

に、設立前から一貫してセンターに関わり、その

医学的専門性を発揮され、今なおセンターの業務

の先頭に立ち続けておられます、現理事長の前田

和明様を始め各理事の皆様方にも改めて感謝を申

し上げます。

貴センターが設立された、平成15年以降20年の

間に、犯罪被害者等支援の必要性、重要性につい

ての議論は大きな深まりをみせ、関係機関の連携

強化や支援の充実が図られてきました。

こうした中、貴センターも電話相談や付添いな

ど従来の支援に止まることなく、新たにＬＩＮＥ

相談の開設や性暴力被害者支援夜間休日コールセ

ンターの拡充を図るなど、時代に即したセンター

として日々進化し、被害者支援に大変重要な役割

を果たされています。

県内の情勢をみますと、治安の指標となる刑法

犯認知件数や交通事故の発生件数等は、概ね減少

傾向にあり、比較的良好に推移しています。

しかし、県民の方々にしてみれば、数の増減か

ら見える治安情勢だけでなく、ご自身やその近し

い方々が事件や事故に遭うか遭わないかというこ

とこそが大事な問題となります。

設立から20年が経過しましたが、事件や事故の

被害に遭われた方が一人でもいる限り、貴セン

ターが担う使命や役割は、年月を経ても何ら変わ

るものではありません。

被害に苦しむ犯罪被害者の方々が必要とする

様々な支援を途切れなく行うためには、犯罪被害

者等支援において中心的な役割を担う貴センター

の力が不可欠であり、その存在なくしては、為し

得ないものであります。

県警としましても、犯罪被害者を一人でも減ら

すための取り組みに全力を尽くすとともに、被害

に遭われた方々の幸せが少しでも多く取り戻せる

よう、犯罪被害者の方々の立場に立った支援の取

り組みを展開してまいります。

引き続き、格別の御支援と御協力を賜りますよ

うお願い申し上げます。

結びに、貴センターの皆様の益々の御健勝と、

本県犯罪被害者等支援の更なる進展と充実を祈念

いたしまして、私からの言葉といたします。

長崎県警察本部長

中 村　 亮
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寄　稿

塩飽志郎法律事務所

（長崎犯罪被害者支援センター　前 理事長）

弁 護 士　塩 飽　志 郎

公益社団法人長崎犯罪被害者支援センターの設

立20周年を、お祝い申し上げます。

私は、センターの設立時から、平成27（2015）

年６月までの12年間、初代理事長を務めました。

センターは、平成15（2003）年３月15日、その前

年からの有志４人の発起人の熱意により、ＮＰＯ

法人として、産声をあげました。何もかもゼロか

らの出発でした。事務所は、古い小さな民家を借

り、家賃はたしか１万5,000円だったと記憶します。

ノミが棲みついており、事務職員（ただ一人）から、

何とかして欲しいと言われていたところ、ある日

職員が出勤して机の引き出しを開けたとたんネズ

ミが跳び出して来て、「もうこんな所で働けません」

と訴えられ、困ってしまいました。

初代理事長としての仕事は、もっともらしく言

えば相談体制の確保、財政基盤の確立ということ

になりましょうが、そんなカッコいいものではあ

りませんでした。既存の役所や会社であれば、組

織自体に一定の求心力がありますが、いろんな考

えを持って集まっているボランティアの役職員や

相談員・支援員をまとめて行くのはひと苦労でし

た。せっかく犯罪被害者支援の志をもって集まっ

てきた人が、私の指導力不足で、何人か去って行っ

たのを申し訳なく思っています。

それでも、相談員、支援員の熱意と、県警本部

の強力なあと押しを受けて、ＮＰＯ法人から公益

社団法人となり、犯罪被害者等早期援助団体の指

定を受けることが出来、新しい体制にバトンタッ

チしました。

その後、臨床心理士であり、被害者支援に見識

の深い前田和明理事長の下、性暴力被害ワンス

トップ窓口を引き受ける決断をされ、その後相談・

支援が件数において飛躍的に増え、質においても

実を挙げている様子を、頼もしく思います。

犯罪被害者支援が本格的に叫ばれるようになっ

てから40～50年になります。支援が犯罪被害者に

寄り添うこと、傾聴すること、早期に支援するこ

とが基本であることは引き続き変わらないと思い

ます。センターが長崎県の犯罪被害者支援活動の

中心として、県民の期待に応えられることを期待

しています。
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◇  はじめに

                                 

日本では1873年（明治６年）に明治政府の太政官布告で禁止されるまで「仇討ち」という復讐が認められ、
被害者救済は被害者家族のみに合法的に認められていたものの、仇討ち本懐までの間における被害者遺族の心痛
や金銭的負担、更には本懐をとげなかった場合における苦痛たるやは多大なものがあったと思われる。しかし近
代司法制度の中においても、2000年（平成12年）の刑事訴訟法の改正で「意見陳述」が認められるまで、被害
者は裁判で発言することができず、被害者の権利を軽視しているのではないかともいわれ、昔も当時も被害者や
遺族の苦悩は変わらない状況であった。

このように被害者救済制度がない中、1974年（昭和49年）８月に東京・丸の内の三菱重工ビルが爆破され、
８名の方が亡くなり、376名の方が負傷する事件が発生した。この事件で労災保険の給付を受けられた者と、
何ら補償を受けられない者が生じ、「犯罪の被害者救済制度が今日わが国にできておりません。すでにできて
おってしかるべきだというお考えには同感であります。文明国の名に恥じるという気持ちであります。れんみん
よりは政府の道義的責任としてやるべきものだということも同感であります・・・・・・」と、当時の稲葉法務
大臣の1975年（昭和50年）衆議院法務委員会の席上答弁など、犯罪被害者等に対する補償制度を求める議論が
高まった。
このようにして、犯罪による被害者を救済するため、国が給付金を支給する「犯罪被害給付制度」が、1981
年（昭和56年）にスタートした。
しかしながら、当時は欧米のような被害者を支援する団体はなかった。

1991年（平成３年）10月に東京で「犯罪被害給付制度発足10周年記念シンポジウム」が開催された際、犯罪
被害者や遺族の精神的な苦悩の実態が明らかとなり、組織的な被害者支援活動の契機となった。翌1992年（平
成４年）３月、東京医科歯科大学の研究所教室内に「犯罪被害者相談室」が開設、全国初の被害者支援活動が開
始され、その後、全国に波及していった。
1998年（平成10年）５月には全国８組織が連携し、被害者支援の向上を図るため、「全国被害者支援ネットワー
ク」が設立された。2009年（平成21年）７月には、47都道府県すべてに全国被害者支援ネットワークに加盟す
る被害者支援センターが整備された。

2001年（平成13年）施行の「犯罪被害者等給付金の支給等に関する法律」において、民間支援団体の必要性と、
その求められる団体の姿が「犯罪被害者等早期援助団体」として明記された。
被害直後における犯罪の被害者や遺族は、混乱やショック状態にあるため援助を求めることが困難であること、
民間支援団体が信頼できるかどうかを判断することが難しく、その援助を求めることを躊躇するなど、十分な初
期的援助を受けられないでいた。
そこで被害者や遺族に対して、被害直後から速やかに所定の援助事業を適正かつ確実に行うことができ、営利
を目的としない法人に対して、公安委員会が公的認証を与え、被害者等が安心して援助を依頼をできるようにし
た制度が「犯罪被害者等早期援助団体」である。2015年（平成27年）６月には全都道府県に犯罪被害者等早期
援助団体（47団体）が整備された。

1    全国の支援センター設立状況

長崎犯罪被害者支援センターの 設立経緯
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長崎被害者支援センター（特定非営利活動法人：NPO）は、2003年（平成15年）３月20日に設立、2008年
（平成20年）12月10日に長崎県公安委員会から早期援助団体として指定を受けた。その後の2011年（平成23年）
７月12日・一般社団法人長崎犯罪被害者支援センターを設立し、翌年（平成24年）10月１日に公益社団法人に
移行認定。同年11月15日、早期援助団体の再指定を受けた。
当センターの設立までの経緯は、以下のとおり。

全国的な被害者支援気運が高まる情勢の中、長崎県では県警の被害者対策室が中心となり地域に根ざした被害
者支援活動の基幹となる民間組織の結成はできないものかと、被害者支援に理解のある県内の弁護士、精神科医、
臨床心理士、犯罪被害者などに対し働きかけたことで、「（仮称）長崎県被害者支援総合センター」という民間支
援組織設立についての検討が幾度となく行われた。その結果、平成15年３月20日に「長崎被害者支援センター」
の名称による民間被害者支援団体として設立された。
      センター設立に向けての事前検討会内容等は以下のとおり。

⑴  設立検討会

ア　第一回設立検討会

県警の全面協力により、「（仮称）長崎県被害者支援総合センター」設立に向けた第一回の検討会を平成14
年４月16日開催した。
なお、その開催検討内容並びに各検討会における協議事項は、以下各検討会毎に記述する。

場所 県警本部３階会議室

出席者 太田保之　長崎大学教授　　　　　　　　
大塚俊弘　県精神保健福祉センター所長  
河井耕治　弁護士    　　　　　　　
前田和明　田川療養所心療局長　

検討事項 ・全国の支援センターの設立状況
・設立準備全般について（名称、活動範囲、今後出席を依頼する人、事務所の確保、財源の確保）
・設立までの取り組み

イ　第二回設立検討会

   第一回検討会終了後、県警では「設立趣意書（案）」並びに「長崎県被害者支援総合センター（仮称）会則」
を作成し、第二回検討会を平成14年５月15日に県警本部で開催した。

検討事項 ・発起人メンバーの決定
　（前回、メンバーとして名前が上がった　松永公隆（純心大）、吉武久美子（純心大）、
　　　　高橋みどり（弁護士）、森 保博（被害者代表）、山本泰子（被害者代表）など６名を推薦）
・発起人会長の選定
・名称の問題～「長崎県被害者支援総合センター（仮称）」
・設立趣意書（案）の検討
・会則（案）の検討とＮＰＯ法人化との関連
・事務所の調査結果

2    長崎被害者支援センターの設立経緯
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⑵  発起人会

ア　第一回発起人会

上記２回の検討会を踏まえて、第一回の発起人会を平成14年６月17日に県警本部で開催。

発起人会長 塩飽志郎氏が決定

発起人メン
バー

塩飽志郎、岩永眞智子、太田保之、大塚俊弘、河井耕治、高橋みどり、前田和明、松永公隆、
森 保博、山本泰子、吉竹久美子（会長含め11名）
   （この時、佐世保の中野明人氏の名前が挙がる。）

設立趣意書（案） 趣旨内容について承認される。

定款（案） 被害者代表の森氏・山本氏の意見を反映して、更に詳細につめる。

名称 当面「長崎被害者支援センター」という組織名称としては。
「犯罪」と言う言葉を入れると、交通事故の被害者・遺族が相談しにくいのではないかという理由
で外す。

事業方針 当面週１～２回程度の電話相談からスタートする。事業基盤を定着させた段階で、面接相談と
直接支援業務を拡大する。

ボランティア
相談員募集

一般公募で集めるのは無理。それぞれのメンバーの伝で集め、事前研修を実施する。

設立時期 平成15年３月設立を目標

イ　第二回発起人会     

第二回発起人会を平成14年７月15日県警本部で開催し、会終了後出席者で意見交換会を実施する。

名称 「犯罪」を入れず広範な被害者を対象とする。また、「長崎」を漢字とするかひらがなとするか
で検討。

定款（案）検討 定款（案）を基本に、設立準備班が業務を進める中で、順次見直しを行っていく。

相談員候補者 相談員候補者として２名を確保

広報・財政問題 ・リーフレットの作成
・会員募集としてロータリー、ライオンズクラブ等関係機関に依頼
・報道機関へのアピール、街頭募金の実施

相談員研修講師 相談員研修の講師を、前田和明、中野明人、松永公隆、河井耕治氏とする。

その他 各県センターから「電話相談マニュアル」「研修マニュアル」の収集

ウ　第三回発起人会

第三回発起人会を平成14年９月17日県警本部で開催し、会終了後出席者で意見交換会を実施する。

名称 名称は「長崎被害者支援センター」と長崎を漢字で記載することとした。漢字の方がインパク
トが強いという理由。

シンボルマーク シンボルマークはNAGASAKIの頭文字のｎの上に・点を置き、「人（被害者）を支える」という
意味のマークとした。
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年会費 正会員　　　～　最低3,000円（１口～1,000円）
個人賛助会員～　１口以上（1,000円以上）
団体賛助会員～　５口以上（5,000円以上）

募金活動計画 10月から本格的に賛助金・寄付金を募り、12月中までに目標の100万円を集め、この資金をもと
に事務所を借り上げる。

事務所の候補地 事務所の候補地として長崎市今博多町12番１号　林田ビル403号、家賃55,000円が挙がる。

エ　第四回発起人会

　　第四回発起人会を平成14年10月17日県警本部で開催。

ボランティア
相談員の候補者

前田先生より相談業務の経験のある４名を確保したと人定紹介。今後承諾を求めていく。

相談員研修計画 研修システムは月２回の半年間研修。カリキュラムは法律、精神科、福祉、警察関係、更に、
被害者の声を中心に90分講義の２コマ実施。研修の開始時期は、11月２日13：00〜17：00「にし
きの里」会議室

事務所の体制 当面、週１回、約４時間で電話相談受理、電話相談員１名で対応。増員があれば体制を強化。
事務局員１名が必要。

事務所の選定 ＮＰＯ法人化のためには、事務所本拠を設置するが、長崎市内の中心部に限らず、家賃の安価
な場所を探す。

オ　第五回発起人会

第五回発起人会を平成14年11月27日県警本部で開催したが、前日の11月26日に「平成14年長崎県被害者
支援連絡協議会総会」が「全日空ホテルグラバーヒル」で開催され、その席上、本県においても民間支援団
体の設立に向けて、本協議会の会員である長崎県弁護士会、長崎県臨床心理士会などが中心となって、本年
６月17日発起人会を設立し、来年３月に向けて検討を進めていることを説明する。同総会にセンター発起人
メンバー２名が出席。

事務所 新候補地として、長崎市上町６番31号  （NBCの裏）
　家賃３万５千円    間取り４畳半の２間、木造２階建ての１階

相談員候補者 前田門下の心理相談員（以下の者）
　立石あやこ、松田純子、横田利昭、長浦由紀の４氏

相談員研修 11/2（土）から相談員研修を開始
　被害者の声～森 保博       法律関係～河井弁護士と高橋弁護士
次回は11/30（日）
　警察での被害者支援活動～岡村補佐担当
　電話相談実習～前田先生担当

会員の募集計画 ・正会員の加入には、正式に入会申込書を作成する必要がある。そのためには定款等の必要書
類を早めに作成する。正会員数は30名以下に押さえた方がいい。
・賛助会員の募集は１ケ月位遅れているので、早急に賛助会員を募る。

設立総会の開催 15年３月20日（木）午後５時から、正会員や来賓を含め50名位で簡単なパーティー形式で開催。

組織の構成 副理事長として女性１名を入れる。
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カ　第六回発起人会

第六回発起人会を平成14年12月25日県警本部で開催した。

役員の構成 ・理事長には、発起人会長の塩飽弁護士が継続就任
・副理事長として女性１名を入れるという意見があり、被害者代表の山本氏とし、更に男性で
は太田先生に副理事長をお願いする。

・事務局長として、発起人会メンバーの中で活発に動ける者として河井弁護士を推薦
・事務局員を雇用したいが常勤ではなく、週１～２回程度で電話相談員の勤務日に併せて雇用
する。

電話相談員研修 これまで４回実施した。次回は１月18日で太田先生、大塚所長にお願いしたい。

財政面 県の補助金として300万円を要求し、現在100万円の査定を受けている段階である。

定款内容の検討 総会、決算期を何時にするか。役員の任期をどうするか。更には賛助会員にも会費納入義務を
課すのか。

設立総会開催計画 ３月20日 農協会館で開催（地下レストランでパーティー形式）。来賓は１月中には決定する。

事務所借り上げ 前回話した長崎市上町６番31号　ＮＢＣの裏の２階建ての１階を借用する。内装が必要。

相談業務開始時期 ・来年（15年）４月から開始
・当面は週に１回、電話相談割り当て、前田先生に一任する。

キ　第七回発起人会

第七回発起人会を平成15年１月27日県警本部で開催した。

設立総会開催 ３月20日15：30〜17：30総会を農協会館で開催。総会終了後、記念パーティー実施

開催内容 役員及び正会員が出席し、定款等について議案審議する。
会次第    
　①　開会
　②　理事長挨拶～塩飽弁護士
　③　来賓挨拶～３名（警察本部長、全国被害者支援ネットワーク会長、
　　　　　　　　　　　全国犯罪被害者の会代表幹事）
　④　設立経過説明～河井弁護士
　⑤　記念講演会～被害者代表の山本泰子氏
　⑥　閉会

役員構成 理 事 長～１（塩飽弁護士）
副理事長～２（太田教授、被害者代表山本氏）
理事　　～６（他の発起人メンバーは理事とする）
監事　　～２（中野助教授＆吉武教授もしくは松永講師）
事務局長～１（河井弁護士～理事と兼務）

事務局員 勤務時間～毎週土曜日12：30～17：30（５時間）時給700〜800円

電話相談業務 電話相談～毎週土曜日13：00～16：00。しかし、相談員の勤務は相談内容記録の事後処理がある
ので13：00～17：00とする。
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ク　第八回発起人会

第八回発起人会を平成15年２月12日県警本部で開催した。

定款 第六回発起人会で出された４項目の追加事項確認
（目的、正会員の会費納入、監事の職務、残余財産の帰属）

事務所の開設 賃貸契約時期（３月から契約）
事務員の雇用、事務機器の搬入方法、電話機の設置状況

設立総会等関係 案内状の内容確認
送付先の確認（来賓13名、正会員13名、賛助会員31名、その他４名）
    その他として、全国被害者ネットワーク事務局長、全国犯罪被害者の会九州支部監事

設立総会 式次第内容の確認（１部、２部とも）
役割分担（１部、２部とも）

懇談会 出席者の絞り込み
    司会、乾杯者の指定、横断幕の設置、会費4000円

出席者確認 警察本部長、長崎県知事（代理出席可）、地検検事正、
全国被害者支援ネットワーク会長、全国犯罪被害者の会代表幹事
長崎県弁護士会会長、長崎県医師会会長、長崎県臨床心理士会会長
長崎いのちの電話事務局長、ＤＶ防止ながさき代表　など

ＮＰＯ法人準備 申請書類の作成、所管課（県民生活課）との調整

ケ　第九回発起人会

　　第九回発起人会を平成15年３月10日県警本部で開催した。

設立総会関係 設立総会及び記念総会に向けた検討事項
　　各会の次第　　　　　　　設立総会資料
　　設立記念総会資料　　　　報道資料

事務所準備関係 事務機器の準備、事務局員の確保、事業開始に伴う準備作業

相談員研修関係 今後の研修計画

来賓祝辞の順序確認 ① 長崎県知事、② 警察本部長、③ 全国犯罪被害者の会、④ 全国被害者支援ネットワーク

その他 看板「長崎被害者支援センター設立記念総会」
垂れ幕の設置「講演の演題、講演者の氏名」
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⑶  設立総会

長崎被害者支援センター設立記念総会を平成15年３月20日、長崎県農協会館において開催した。
ア　審議事項

議案審議 １）「長崎被害者支援センター」設立の意思決定について
２）設立趣意書の承認について
３）特定非営利活動促進法第２条第２項第２号及び第12条第１項第３号に該当する団体である
ことの確認について

４）定款の承認について
５）役員の承認について
６）今後の活動方針について
７）平成15年度及び平成16年度の事業計画について
８）設立当初の財産について
９）平成15年度及び平成16年度の収支予算について
10）設立代表者の選任と権限委譲について

出席者 出原警察本部長、金子長崎県知事（代理出席可）、石井地検検事正、
山上全国被害者支援ネットワーク会長、岡村全国犯罪被害者の会代表幹事、
石井長崎県弁護士会会長、土居長崎県臨床心理士会会長、柴田長崎いのちの電話理事長、
中田ＤＶ防止ながさき代表　など

講演 交通死亡事故の遺族（県在住）山本泰子　氏

イ　設立時の役員

理 事 長
副 理 事 長
副 理 事 長
理 　 事
理 　 事
理 　 事
理 　 事
理 　 事
監 　 事
監 　 事

塩飽 志郎　　　弁護士　　　　　　　　
太田 保之　　　大学教授　　　　　　　
山本 泰子　　　被害者遺族
岩永 眞智子
河井 耕治　　　弁護士　　　　　　　　　　　
高橋 みどり　　弁護士　　　　　　　　
前田 和明　　　臨床心理士　　　　　　
森　 保博　　　料亭｢縁粋｣社長 （被害者代表）
中野 明人　　　長崎短期大学助教授　　
松永 公隆　　　純心大学助教授　　　　　　　　　　　　　　　　

〇 特定非営利活動法人促進法（第10条第１項）による設立認証申請

申請日 特定非営利活動法人の名称 代表者の氏名 主たる事務所の所在地 定款に記載された目的

平成15年３月27日 特定非営利活動法人
長崎被害者支援センター 塩飽 志郎 長崎市上町６番31号 （下記）

設立認証書（長崎県知事） 法人登記

平成15年６月６日 平成15年６月18日

（定款目的）
この法人は、犯罪により被害を受けた被害者及びその家族や遺族（以下「被害者等」という。）に対して各
種の支援事業を行うとともに、社会全体の被害者支援意識の高揚を図り、もって被害者等の被害の回復及び軽
減に資することを目的とする。
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１）特定非営利活動法人長崎被害者支援センター　平成23年度通常総会（第８回）

開催日 開催場所 採　決

平成23年５月27日（金）
16：00～17：25

長崎市筑後町4-10
ホテル　セントヒル長崎 承認

〇 第３号議案「法人組織の移行」について
（事務局趣旨説明）
長崎被害者支援センターは現在、NPO法人として各種支援事業を行っている。
NPO法人、公益法人どちらも非営利活動法人に変わりはないが、より公益性、社会的信頼を高めるためと、
公益認定を受けることにより、各方面からの犯罪被害に対する支援の輪が広がり、民間の立場で支援活動する、
当センターに対する理解と支援も期待できると思われる観点から、今回、法人組織の移行について事務手続き
を行いたい。

２）一般社団法人長崎犯罪被害者支援センター設立準備総会

開催日 開催場所

平成23年６月28日（火）
16：30～18：10

長崎市大黒町3-1
長崎被害者支援センター会議室

議　案 採　決

第１号議案　
第２号議案　
第３号議案　
第４号議案
第５号議案
第６号議案　
第７号議案
第８号議案
第９号議案
第10号議案

設立趣旨承認の件について
社員確認の件について
役員選任の件について
役員名簿について
設立代表理事の選任の件について
設立法人の所在の件について
定款承認の件について
今後の活動方針の件について　
事業計画について
公印の作製について

各議案
承認

〇 第１号議案「設立趣旨承認の件について」
（事務局趣旨説明　抜粋）
・・・・今回の法人組織の移行につきましては、民間の立場で支援活動している当センターに対する、地域
社会の理解、被害者支援の輪の広がり、支援活動の充実を図るため。また、団体の法律上の位置づけと責任の
所在が明確化され、社会的地位や信頼性の向上が期待されるのみならず、他関係機関との連携、地方自治体か
らの財政支援、個人、法人からの寄付金に対する優遇措置などの途が開けることともなり、長期的に継続した
支援活動に対応することが可能となります。以上のような趣旨で、今回、一般社団法人を設立し、併せて、公
益社団法人への移行を目指すものであります。

3    一般社団法人長崎犯罪被害者支援センターの設立
（平成23年7月12日設立、同日　登記）
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１）一般社団法人長崎犯罪被害者支援センター 平成23年度臨時総会

開催日 開催場所

平成24年3月22日（木）
16：30～17：20

長崎市大黒町3-1
長崎犯罪被害者支援センター会議室

議　案 備　考 採　決

第１号議案　
第２号議案　
第３号議案　
第４号議案
第５号議案　

定款の変更について
業務執行のための、各種規則、規程の整備について
事務職員の採用について
平成24年度事業計画並びに収支予算（案）について
会費規則の一部変更について

公益認定申請のため
同上

各議案
承認

２）一般社団法人長崎犯罪被害者支援センター　平成24年度臨時総会

開催日 開催場所

平成24年９月27日（木）
15：30～16：00

長崎市大黒町3-1
長崎犯罪被害者支援センター会議室

議　案 備　考 採　決

第１号議案　
第２号議案　
第３号議案　
第４号議案
第５号議案　

公益認定に伴う定款の変更について
公益認定に伴う規則・規程・要綱の変更について
法人名称の変更について
平成24年度期中の事業計画並びに収支予算について
その他

（第１〜３号議案）
10/1認定による改正
（第４号議案）
公益認定日以降の
H24.10.1～H25.3.31まで
の事業計画・収支予算

各議案
承認

３）公益目的事業申請内容（収益事業等：なし）

公益目的事業（平成24年7月2日電子申請）

公１ 犯罪被害者等の要望により行う直接的支援等の各種事業

公２ 犯罪被害者等の実態に関する調査研究事業並びに犯罪被害者等に対する支援員の養成及び研修事業

公３ 犯罪被害者等の現状や支援の必要性を広く県民に知らせる事業

１）特定非営利活動法人長崎被害者支援センター 平成23年度理事会（第３回）

開催日 開催場所

平成24年３月22日（木）
16：00～16：30

長崎市大黒町3-1
長崎犯罪被害者支援センター会議室

4    公益社団法人長崎犯罪被害者支援センターの移行認定
（平成24年10月1日移行認定　同日　登記）

公益法人移行のための解散手続き（特定非営利活動法人長崎被害者支援センター）
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議　案 採　決

第１号議案　
第２号議案　

公益社団法人への移行に向けての解散準備等について
平成24年度事業計画並びに収支予算書（案）について

各議案
承認

〇 第１号議案「公益社団法人への移行に向けての解散準備等について」
（事務局趣旨説明）
平成23年５月27日の通常総会（特定非営利活動法人）において、当センターの公益法人に向けての説明報
告を行い承認されたことを受けて、公益認定申請事務手続きを進めており、今後、当センターの解散等の準備
を進めるために、（平成24年）５月25日に開催の通常総会（特定非営利活動法人）において解散決議を得たい。
現在、長崎被害者支援センター（特定非営利活動法人）で行っている事業活動については、一般社団法人長
崎犯罪被害者支援センターにおいて引継いで行うこととしたい。
特定非営利活動促進法により、特定非営利活動法人の残余財産については一般社団法人へ譲与できないが、
公益社団法人へは譲与可能であることから、一般社団法人長崎犯罪被害者支援センターが公益認定をされた後
に、解散することとしたい。
そのための、解散から閉鎖、清算結了迄の流れを報告し、総会に付議することについて、本日の理事会で審
議をお願いしたい。
（※解散決議：平成24年９月27日開催の特定非営利活動法人長崎被害者支援センター臨時総会）

２）特定非営利活動法人長崎被害者支援センター　平成24年度臨時総会（平成24年9月27日解散決議）

開催日 開催場所

平成24年９月27日（木）
16：30～16：50

長崎市大黒町3-1
長崎犯罪被害者支援センター会議室

※同日開催の一般社団法人長崎犯罪被害者支援センター臨時総会終了後に開催。

議　案 採　決

第１号議案　
第２号議案　　

特定非営利活動法人の解散に伴う諸事務手続きについて
その他（特定非営利活動法人で保有する有形固定資産の引き渡しについて）

各議案
承認

〇 第１号議案「特定非営利活動法人の解散に伴う諸事務手続きについて」
（事務局趣旨説明）
NPO法人の事業活動については、平成24年４月１日より、一般社団法人へ引継ぎを行い活動中であったが、
今回、一般社団法人から公益社団法人への認定が平成24年10月１日をもってなされ、さらに公益社団法人に
対し公安委員会からの早期援助団体の指定を受けることを条件としたNPO法人の解散手続きについて説明。
今回、公益社団法人の認定を受けることを条件に、NPO法人を解散したいのと、解散に伴う手続きとして、
解散届出と清算人の就任届出でが必要となるが、定款53条第４項に「この法人が解散したときは、理事が清
算人となる。」と明記されているので、理事全員を清算人として就任することとしたい旨説明。
また、センター（NPO法人）が解散したときの残余財産については、定款第54条並びに特定非営利活動法
人促進法第11条第３項に基づき、解散時点における総会において決議されたものに譲渡されることとなってい
るので、公益社団法人長崎犯罪被害者支援センターへの譲渡を予定している旨説明。
（※長崎被害者支援センター清算結了：平成25年１月22日開催の特定非営利法人長崎被害者支援センター臨
時総会にて、清算事務を報告し、清算結了に伴う残余財産の譲与を承認）
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１ 電話相談

1）被害者やその遺族、家族等からの電話相談（無料）

2）相談の内容によっては、支援相談員の面接相談へ移行し、臨床心理士等の
専門家による面接相談を実施するほか、他の専門の関係機関を紹介

（性暴力被害相談にメール等を追加）
①電子メール：H30.6.15　センター HPに相談専用フォーム掲載
②LINE：R3.1.18　相談専用フォーム掲載

２ 面接相談

１）電話相談における相談内容について、適切な支援策の呈示・紹介のため支援
員による面接相談を実施

２）被害による心身の不調など、必要に応じて臨床心理士によるカウンセリング
（初回無料）や精神科医の紹介

３ 直接的支援

１）電話相談・面接相談から移行して、警察署・検察庁・裁判所・弁護士事務所
等への付き添いや自宅訪問を実施

２）物品の供与、貸与などの支援

４
犯罪被害者等
給付金の申請に
関する補助

犯罪被害者等給付金の支給における被害者や遺族による申請事務について、支
援員等による必要な書類の説明等、その補助を行う。

５ 自助組織の支援
（自助グループ活動）

被害者や遺族・家族の方々の交流の場として、自助グループ「あじさい」の会
合を開催。同じような辛さや問題を抱えた被害者等同士が安心できる場で、自分
の気持ちに向き合いながら心情を吐露し、語り合い、お互いに支え励ましあって
問題の解決や精神的回復を図ることを目的とする集まり（H17年度開始）。

６
被害者等の実態
に関する調査・
研究

被害者等の実態を調査研究し、被害者の求める支援のあり方や支援の方法につ
いて検討

７
被害者支援員の
養成講座・研修

ボランティアによる活動員育成のため、養成講座の開講や同活動員等のスキル
アップのための外部研修、センター内での継続研修を実施

（養成講座 H14.11月開始）

８ 広報啓発活動

１）県民を対象とした被害者支援講演会の開催や街頭・イベント会場でのチラシ、
リーフレット等の配布を行い、社会全体で被害者を支える被害者支援の必要性
や理解の浸透を図るための活動を実施（犯罪被害者等支援講演会 H16年度開始）

２）県内の学校（中・高）を訪問し、「命の大切さ・いじめや暴力のない社会」
の必要性などの意識高揚を図るため、被害者や家族、臨床心理士等による講演
を実施（学校講演：H20年度開始　講師の旅費・謝金等はセンター負担）   

長崎犯罪被害者支援センターの 事業活動項目
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H14   4.16 第一回設立検討会
  5.15 第二回設立検討会
  6.17 第一回発起人会
  7.15 第二回発起人会
  9.17 第三回発起人会
10.17 第四回発起人会
11.  2 支援ボランティア養成講座第１期（11/2〜15/3/22）
11.27 第五回発起人会
12.25 第六回発起人会

H15   1.27 第七回発起人会
  2.12 第八回発起人会
  3.10 第九回発起人会
  3.20 長崎被害者支援センター設立総会～県農協会館で開催
  5.13 長崎ライオンズグラブでの講演（講演者　河井耕治弁護士）

  5.31 支援ボランティア養成講座第２期（5/31〜12/20）
  6.  6 特定非営利活動法人認証
  6.18 法人登記完了
  7.  9 長崎南ロータリークラブでの講演
  9.10 県警警察学校での講演（講演者　河井耕治弁護士、山本泰子副理事長）

10.29 長崎県被害者支援連絡協議会加入

H16   4 ニュースレター第１号発行（塩飽理事長挨拶、山本副理事長の「被害者支援の必要性」、活動状況など
掲載）

  5.12 長崎大学教育学部での講演
  5.17 センター第１回通常総会
  5.22 支援ボランティア養成講座第３期（5/22〜17/3/22）
  9.21 瓊林会での講演（講演者　河井耕治弁護士）

  9.29 長崎南ロータリークラブでの講演（講演者　塩飽志郎理事長）

10.  3 犯罪被害者支援の日における特別講演会（13：30〜ホテルニュー長崎）
（講師～交通事故被害の遺族　大村満治氏、精神障害者による被害者　杉浦純子氏、少年犯罪被害者遺族の
飯島京子氏の３名による講演）

10.21 長崎ロータリークラブでの講演（講演者　塩飽志郎理事長）

11.20 センターホームページ開設
11.23 人権フェスティバルでの広報活動
12.  7 東長崎ロータリークラブでの講演（講演者　塩飽志郎理事長）

12.10 長崎東ロータリークラブでの講演（講演者　塩飽志郎理事長）

12 ニュースレター第２号発行（塩飽理事長挨拶、河井事務局長の「犯罪被害者にとって修復的司法とは
何か」など掲載）

12.22 長崎大学教育学部での講演（講演者　河井耕治弁護士）

H17   1.24 長崎中央ロータリークラブでの講演（講演者　塩飽志郎理事長）

  2.10 長崎琴海ロータリークラブでの講演（講演者　塩飽志郎理事長）

  3.15 長崎西ロータリークラブでの講演（講演者　塩飽志郎理事長）

長崎犯罪被害者支援センターの 主要活動一覧
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H17   5.27 第２回通常総会と講演会（講演者　河井耕治弁護士）

  6.11 自助グループ設立事前研修会（第一回）
  7.  9 自助グループ設立事前研修会（第二回）
  7.16 支援ボランティア養成講座第４期（7/16〜12/17）

  9.14 事務所移転（移転先～長崎市万才町４番15号　伊藤ビル２階）

  9.17 自助グループ第一回開催
（都民センターから大久保氏以下４名など参加～アルカス佐世保で開催、以後、毎月１回開催）

  9 ニュースレター第３号発行（新任 川添理事の挨拶など掲載）

10.22 浜町観光通りでの街頭宣伝活動
11.18 犯罪被害者支援講演会（長崎全日空ホテルグラバーヒル、講師～都民センター事務局長大久保恵美子氏）

12.14 講演活動～長大教育学部の学生対象（「遺族になって」講師～宮原福子氏）

12.21 講演活動～長大教育学部の学生対象（「私にとって犯罪被害者とは」講師～河井耕治弁護士）

H18   2.21 講演活動～長崎保護観察所（「被害者支援の現状と必要性」講師～山本泰子氏）

  3 ニュースレター第４号発行（前田和明理事の【社会生活にひそむ「危機」ということ】など掲載）

  5.13 支援ボランティア養成講座第５期（5/13〜12/9）

  5.26 第３回通常総会と講演会
  8 ニュースレター第５号発行（稲葉県警警務部長の巻頭言、活動実績など掲載）

  9.14 地域別相談会開催 （佐世保市男女共同参画推進センター「スピカ」13：00〜16：30）
  9.21 地域別相談会開催 （島原復興アリーナ研修室13：00〜16：30）
10.  6 三川内中学校ＰＴＡ集会での講演（講演者　横田利昭氏）

11.10 佐世保学園での講演（講演者　中野明人助教授）

11.28 純心大学での講演（講演者　谷口依維子氏）

12.10 県人権フィスティバルでの広報活動
12.13 長崎大学教育学部での講演（講演者　宮原福子氏）

H19   1.20 支援ボランティア養成講座第６期（1/20〜8/25）

  2.28 長崎地方裁判所での講演（講演者　太田保之教授・河井耕治弁護士）

  3 ニュースレター第６号発行（中野監事の「支援とは」、事業活動など掲載）

  3.20 福岡少年院での講演（講演者　中野明人助教授）

  4.  1 電話相談の常勤職員１名を雇用（県警ＯＢ）
（常勤の電話相談員を雇用したことから、相談業務開設日・時間を火～土曜日の10：00～16：00の間とする）

  4.24 佐世保学園での講演（講演者　谷口依維子氏）

  5.25 第４回通常通常総会。賛助会員会費の改定　（全日空ホテルグラバーヒル）
 （団体～１口5,000円を １口10,000円    個人～１口1,000円を １口3,000円）  
講演会（講演者　前田和明氏）

  8 ニュースレター第７号発行（塩飽理事長の「早期援助団体を目指す」、事業活動など掲載）

  8.24 地域別相談会開催 （対馬市交流会館13：30〜16：30）
  9.  7 地域別相談会開催 （大村市役所13：30〜16：30）
  9.  8 支援ボランティア養成講座第７期（9/8〜20/6/21）

10.13 人形劇・講演会における広報活動
（メルカ築町で「糸あやつり人形劇団クライシス」による人形劇と、林団長による講演）

10.30 講演活動～佐世保学園（講師～中野明人助教授）

11.  1 電話相談員の非常勤職員１名を雇用
12.10 講演活動～県立長崎工業高校（「飲酒運転根絶」～講師　山本副理事長）

12.14 講演活動～長崎市立横尾中学校（人権集会での講演～講師　前田理事）
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H20   1.12 第８回長崎人権フェスティバルでの広報活動
  2.27 講演活動～石川県立小松北高等学校（｢命の大切さを学ぶ教室｣〜講師 山本副理事長）

  3 ニュースレター第８号発行（中野監事の「被害者の心情に思いを寄せて」、事業活動など掲載）

  3.  8 県警定期演奏会での講演（講師～塩飽志郎理事長）

  3.18 長崎東ロータリークラブでの講演（講師～塩飽志郎理事長）

  3.27 福岡少年院での講演（講師～中野明人助教授）

  4.  1 事務局長並びに、学校巡回事業担当非常勤職員１名を雇用
  5.10 長崎県補助金（県警）による中学・高校生を対象とした巡回講演事業を開始

（第一番目長崎南山高校～講師　岡本真須美 氏、以後学校の要請に応じて開催）

  5.28 県警警察学校での講演（講師～塩飽志郎理事長）

  5.30 第５回通常総会・講演会（講師～中野明人助教授）

  6.20 講演活動～佐世保学園（「被害者の心の傷とその回復」講師～中野教授）

  8.  5 被害者のための講座と地域別相談会開催
（佐世保市のアルカスSASEBO 13：00～16：30　講演～中野教授）

  8.10 事務所移転（移転先～長崎市大黒町３番１号交通産業ビル４階）

  9 ニュースレター第９号発行（新任 永田耕司理事の「理事就任挨拶」、事業活動など掲載）

  9.16 第９回長崎人権フィスティバルでの広報活動
10.17 被害者のための講座と地域別相談会開催

（福江市総合福祉保健センター 13：00～16：30　講座～前田理事）

11.30 県民を対象とした特別講演会（メルカ築町 13：30〜15：30　講演～三浦宏文氏）

12.10 早期援助団体指定・同指定書交付式～県警本部

12.10 佐世保学園での講演（講演者　谷口依維子氏）

12.16 早期援助団体認証に伴う祝賀会～サンプリエール

H21   3 ニュースレター第10号発行（塩飽理事長の「犯罪被害者等早期援助団体の指定を受けて」など掲載）

  5.16 KTN開局40周年記念｢KTNの日｣における広報活動（5/16〜17）

  5.20 第10回長崎人権フィスティバルでの広報活動（島原）
  5.29 第６回通常総会・講演会（講師～大西由紀子弁護士）

  6.13 支援ボランティア養成講座第８期（6/13～22/2/27）

  7.24 長崎市心身障害者団体連合会主催｢教育研修会｣での講演（講演 前田理事）

  8.  1 時津安全安心街づくり町民大会での講演（講演者　宮原福子氏）

  8.25 講演活動～佐世保学園（講演者　谷口依維子氏）

  9.10 家庭裁判所における講演｢犯罪被害者の心理について｣（講演 前田理事）　
  9 ニュースレター第11号発行（新任 大西理事の「就任挨拶」、事業活動など掲載）

  9.18 犯罪被害者等特別講演とコンサート（セントヒル長崎　講演者　塩飽理事長　演奏 山下修・純子氏）

10.  6 佐賀県小城警察署講演（講演者　宮原福子氏）

10.  9 佐賀県鳥栖警察署講演（講演者　宮原福子氏）

10.17 安全安心まちづくり音楽祭（五島市）パネル展示
10.27 講演活動～佐世保学園での講演（講師～中野明人教授）

10.30 第44回佐賀県交通安全県民大会での講演（多久市）（講演者　宮原福子氏） 

11.18 犯罪被害者支援キャンペーン　駅前広場でパネル展・チラシ配布など   
11.28 駅前人権映画館｢人形劇のDVDと犯罪被害者支援｣の放映（同和対策室）
11.29 早期援助団体指定１周年記念街頭キャンペーン・募金活動（長崎市浜せん前）
12.12 長崎人権フィスティバル  パネル展示
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H22   2.12 長崎県警察本部長感謝状（学校講演事業）をセンター受賞

  2.16 被害者支援寄付型自販機第１号機を佐世保市の長崎短期大学に設置

  4 ニュースレター第12号発行（橋口県警警務課長の「警察庁長官賞状の受賞を受けて」など掲載）

  4.  7 被害者支援啓発インタビュー（NIB）
  4.10 暴力追放、命を守る安全安心まちづくり（長崎市公会堂）
  4.17 自助グループ「あじさい」（4/17 ～ 23/3/19）

  5.12 長崎県警察学校専科教養（谷口氏）

  5.18 長崎県警察学校交通事故処理専科（宮原氏）

  5.21 株式会社長崎自動車支援自販機設置開所式
  5.22 現役相談員継続研修会（5/22～23/2/19）

  5.28 長崎県警察学校相談・被害者支援専科（宮原氏）

  5.28 第７回被害者支援センター総会（セントヒル長崎）
  6.12 支援ボランティア養成講座第９期（6/12～12/18）

  6.26 県民防犯まちづくりパネル展示（松浦市民会館）
  7.  6 被害者支援寄付型自動販売機長崎バス設置除幕式
  7.17 ＫＴＮ海フェスタ広報活動（水辺の森公園）～7/19

  8.  4 防犯まちづくり推進指導員講演（宮原氏）～県民安全課主催
  8.24 佐世保学園での講演（谷口氏）

  9 ニュースレター第13号発行（宮原副理事長の「就任のあいさつ」、活動実績など掲載）

  9.11 特別講演会（シーボルト校）～講演 県警犯罪被害者支援室 川原補佐、小野田寛郎氏

  9.15 県警音楽隊プロムナードコンサート参加広報（パネル展示、チラシ配布　ＪＲかもめ広場）
10.  1 全国犯罪被害者支援フォーラム2010参加（東京都）（10/1 ～ 10/3）

10.  1 全市町訪問活動（法令外負担金増額要請・広報）（10/1～10/31）

10.  5 佐世保学園での講演（中野先生）

10.12 安全安心まちづくり～パネル展、リーフレット配布（公会堂）
10.28 九州精神神経学会・九州精神保健学会にて広報活動（10/28～29）　

11.  1 県内募金箱回収活動（11/1～ 12/27）

11.  6 第71回九州心理学会でセンター活動報告（長崎市）（11/6～7）

11.  7 させぼ市民協働交流月間2010　パネル展示（佐世保市）（11/7～12/5）

11.17 犯罪被害者週間キャンペーン・県警音楽隊演奏（長崎市）　
11.28 犯罪被害者週間キャンペーン・街頭募金活動（長崎市少林寺拳法協会共催：長崎市）
11.29 日韓国国際セミナー及び日韓犯罪被害者支援センター協約締結式（韓国釜山市）

12.  1 「犯罪被害者週間」国民のつどい中央大会　ポスター展示
12.  4 第11回ながさき人権フェスティバル広報活動（佐世保市）
12.18 県民ボランティア振興基金表彰状（奨励賞：社会貢献活動）をセンター受賞・同表彰式

H23   1.14 長崎県警察年頭視閲式での広報活動（長崎市）
  1.22 長崎県警察音楽隊第21回定期演演奏会での広報活動
  5 ニュースレター第14号発行（大窪県警警務部長の「被害者支援の更なる充実に向けて」など掲載）

  4.16 現役相談員継続研修会（4/16～24/3/17）

  5.21 自助グループ「あじさい」（5/21～24/3/17）

  5.27 第７回通常総会
  6.11 支援ボランティア養成講座第10期（6/11～11/26）
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H23   7.12 一般社団法人長崎犯罪被害者支援センター設立
  8 あじさい支援だより第１号発行（広報誌の名称変更）（藤田県民安全課長の巻頭言など掲載）

  8.17 長崎県警察音楽隊プロムナードコンサート会場で広報活動（長崎市）
  9.  3 犯罪被害者支援特別講演会（長崎市原爆資料館）～中村 まりこ 氏
  9.30 全国犯罪被害者支援フォーラム2011参加（東京都）
10.  1 くらしホットフェスタ2011で街頭広報活動（長崎市）
10.17 させぼ市民協働交流月間2011　パネル展示（佐世保市）（10/17～12/5）
11 16 犯罪被害者週間キャンペーン・県警音楽隊演奏（長崎市）
11.19 第12回ながさき人権フェスティバル広報活動（長崎市）
11.28 犯罪被害者キャンペーン・街頭募金活動（長崎市少林寺拳法協会共催：長崎市）
12.16 県内募金箱回収活動（12/16～24/3/14）
12.22 法令外負担金増額要請及び広報活動（市町村訪問）

H24   1.13 長崎県警察年頭視閲式での広報活動（長崎市）
  2.25 長崎県警察音楽隊第22回定期演演奏会での広報活動
  3.  1 県弁護士会と法律相談当番アドバイザー制度の覚書締結

  3.11 第３回長崎県民ボランティアフェスティバル広報活動
  4 あじさい支援だより第２号発行（荒瀬県警警務部長の「途切れない被害者支援に向けて」など掲載）

  4.14 交通安全のつどい参加広報（パネル展示、広報グッズ配布）
  6.  9 支援ボランティア養成講座第11期（6/9～11/24）

  7.  2 一般社団法人長崎犯罪被害者支援センターの公益社団法人への移行申請

  7.14 暴力追放・防犯キャンペーン参加広報（パネル展示、広報グッズ配布）
  8 特別講演会広報（大型電光掲示板掲示：大波止電停前、長崎新聞、ラジオ等）
  9.  9 犯罪被害者等支援特別講演会～河野 義行 氏

  9.27 特定非営利活動法人長崎被害者支援センター解散決議（臨時総会）

10.  1 一般社団法人長崎犯罪被害者支援センターの公益社団法人へ移行認定（公益社団法人長崎
犯罪被害者支援センターへ名称変更）、登記

10 センター活動広報（FM長崎、FMヒットパレード（10月～12月））
11 あじさい支援だより第３号発行（塩飽理事長の「公益社団法人の認定を受けて」など掲載）

11.15 公益社団法人長崎犯罪被害者支援センターの犯罪被害者等早期援助団体指定

11.21 犯罪被害者週間キャンペーン参加（広報グッズ配布）
11.25 犯罪被害者週間国民のつどい長崎大会（長崎文化放送NCCスタジオ）～高橋 幸夫 氏、人形劇、パネ

ルディスカッション（内閣府/長崎県/長崎県警察/センター主催）

12.  1 犯罪被害者週間キャンペーン・募金活動（長崎市：長崎市少林寺拳法協会協力）

12.  9 人権フェスティバル広報活動（広報グッズ配布・松浦市）

H25   1.18 県警年頭視閲式（広報グッズ配布）
  1.22 特定非営利活動法人長崎被害者支援センター清算結了
  2.16 県警音楽隊定期演奏会参加広報（パネル展示、広報グッズ配布）
  3 あじさい支援だより第４号発行（大塚正会員の「支援者に求められる姿勢とは」など掲載）

  4.20 暴力追放・防犯キャンペーンでの広報活動（パネル展示、広報グッズ配布）
  5.24 定時総会
  6.  8 支援ボランティア養成講座第12期（6/8～11/30）

  8.22 県警音楽隊プロムナードコンサート参加広報（パネル展示、チラシ配布　ＪＲかもめ広場）
（８月～11月の毎月１回）
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H25 10 あじさい支援だより第５号発行（駒田県警警務課長の「被害者支援について思うこと」など掲載）

10.15 地域安全・暴力追放運動「安全・安心まちづくり長崎県大会」参加広報（パネル展示等） 
10 センター事業・特別講演会広報（大村ボート大型電光掲示板利用、FM長崎、JR車両中吊広告、　

NBC・KTNスポット放送等）

11 県医師会会員・長崎市歯科医師会会員へのセンター賛助協力依頼文書発送
12.  5 センター啓発用ポスター95部を長崎市に配布・掲示依頼（長崎市関連施設）
12.  7 人権フェスティバル広報活動（パネル展示・広報グッズ配布・アンケート調査）
12.18 県警音楽隊年末防犯コンサートでの広報活動（パネル展示、広報グッズ配布）

H26   1 センター事業・特別講演会広報（長崎新聞、KTN・NBC番組内）

  1.15 県警年頭視閲式での広報（パネル展示、チラシ配布）
  2.  9 特別講演会（セントヒル長崎）～宮元 篤紀 氏（パネル展示・広報グッズ配布）
  3.  1 県警音楽隊定期演奏会での広報活動（パネル展示・広報グッズ配布）

（平成26年度～令和４年度「センター主要事業」再掲）
詳細は、次ページ以降の各年度「ＤＩＡＲＹ」や「あじさい支援だより」に掲載しています。

  4 あじさい支援だより第６号発行（前田副理事長の巻頭言、活動実績など掲載）

  6.14 支援ボランティア養成講座第13期（6/14～11/29）

  9 あじさい支援だより第７号発行（中野監事の【「一人じゃない」ということ】、活動実績など掲載）

H27   2.15 特別講演会（セントヒル長崎）～前川 希帆・中村 明夫 氏
  4 あじさい支援だより第８号発行（飯田正会員の【「被害者支援」に関わる弁護士の役割】など掲載）

  6.13 支援ボランティア養成講座第14期（6/13～11/28）

  8.10 公益社団法人全国被害者支援ネットワーク「ホンデリング・プロジェクト」に参加登録

  9.  1 税額控除適用法人証明書を新規取得（H27.9.1～H32.8.1）

  9.  4 「イオンレシートキャンペーン」新規登録申込み（長崎市イオン銅座店：H29.2.28閉店）

10 あじさい支援だより第９号発行（塩飽正会員の「理事長12年を振り返って」、活動実績など掲載）

11.23 特別講演会（長崎原爆資料館ホール）～御手洗 恭二 氏

H28   4.  1 長崎県より｢性暴力被害者支援業務｣を受託・センターに性暴力被害者支援専用窓口｢サポー
トながさき｣を開設（専任相談員1名（常勤）採用、専用電話（095-895-8856）を設置）

  4.  1 被害者支援活動記録のデーター化開始（電話・面接相談、直接的支援のデーター化・データーベース
化開始、集計表の自動作成（Excel活用）） 

  4 あじさい支援だより第10号発行（前田理事長の「これまでの活動と性暴力被害ワンストップ支援窓口
について」など掲載）

  5 性暴力被害者支援携帯カード作成（10,000枚）

  5.29 性暴力被害者支援業務新聞広告（長崎、西日本、読売新聞）

  6.  1 センターＨＰの全面リニューアル公開（性暴力被害者支援追加、スマートフォン対応）

  6 性暴力被害者支援リーフレット作成（10,000部）

  6.11 支援ボランティア養成講座第15期（6/11～11/26）

  7 性暴力被害者支援A2ポスター作成・配布（県内産婦人科、各市町、関係機関）

  8 性暴力被害者支援広報（バス1,200枚・タクシー3,300枚 車窓へのステッカー貼付）

10 あじさい支援だより第11号発行（宮下交通・地域安全課長の【「サポートながさき」の開設にあたり】
など掲載）

11.23 特別講演会（セントヒル長崎）～小林 美佳 氏
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H29   1.12 「イオンレシートキャンペーン」登録申込み（長崎市イオン長崎店）

  2.19 被害者支援活動新聞広報（西日本、読売、長崎新聞）

  3 被害者支援活動広報（レジレシート裏面広告）県内マックスバリュー全15店舗　計1,000ロール

  4.  1 被害者支援活動ラジオ広報（NBCラジオ20秒CM：毎週２回/年144回～R4年度継続中）

  4 センター事業紹介・賛助依頼の新聞広告（県内全５紙）

  4 あじさい支援だより第12号発行（川添副理事長の「総合力で被害者支援を」など掲載）

  6 性暴力被害者支援携帯カード配布（県内中学・高校、特別支援学校の全生徒）～ R4年度継続

  6.10 支援ボランティア養成講座第16期（6/10～11/25）

10 あじさい支援だより第13号発行（宮﨑県警犯罪被害者支援室長の「犯罪被害者等の声を聴く」等掲載）

10.22 特別講演会（セントヒル長崎）～桑原 宏樹 氏
11.23 犯罪被害者キャンペーン・街頭募金活動（長崎市少林寺拳法協会共催：長崎市）
11.25 センター事業紹介・賛助依頼の新聞広告（県内全５紙）

12 被害者支援ポスターＪＲ掲示（県内12駅　12月～３月）

H30   1 被害者支援ポスターＪＲ掲示（列車ドア横18車両・長崎駅前広場デジタルサイネージ１面 １月～３月）

  2.16 「長崎県犯罪被害者等支援条例」の制定要望書を持参・提出（理事長、事務局長）
（長崎県知事（担当部長）、長崎県議会議長）※県条例制定（施行）令和元年7月16日

  4.  1 相談窓口の新設：全国共通ナビダイヤル ☎0570-783-554 （全国被害者支援ネットワーク）
（センター夜間休日における着信電話の自動転送による相談対応）

  4 あじさい支援だより第14号発行（松尾理事の「頼む力」、活動実績など掲載）

  6.  9 支援ボランティア養成講座第17期（6/9～11/24）

  6.15 電子メール相談開始（性暴力被害専用）（センターＨＰに相談専用フォーム掲載）

  8.  1 被害者支援活動広報（バス車内放送）
（長崎、諫早、大村地区県営バス20秒ＣＭ：約3,000回/日）～ R4年度継続

10 あじさい支援だより第15号発行（門脇県警犯罪被害者支援室長の巻頭言、活動実績など掲載）

11.10 特別講演会（長崎原爆資料館ホール）～入江 杏 氏
11.25 犯罪被害者キャンペーン・街頭募金活動（長崎市少林寺拳法協会共催：長崎市）

H31   4 あじさい支援だより第16号発行（北爪理事の「支援の輪を広げよう」、活動実績など掲載）

R1   6.  8 支援ボランティア養成講座第18期（6/8～11/30）※R2年度はコロナ感染防止のため中止

  8.  8 全国被害者支援ネットワーク全国理事長会議（ホテルグランドアーク半蔵門）
  8.30 「犯罪被害者等支援条例」の未制定自治体（10市・８町）へ条例制定要望書を送付

（令和３年10月をもって県内全ての自治体（13市・８町）で犯罪被害者等支援特化条例制定）

  9 募金箱作製・追加設置（県内18警察署）
10 あじさい支援だより第17号発行（北平県警犯罪被害者支援室長の「多機関連携」など掲載）

10.12 長崎県犯罪被害者等支援シンポジウム（長崎原爆資料館ホール）～岩城 順子 氏、パネルディ
スカッション（長崎県/長崎県警察/センター主催）

11.24 犯罪被害者キャンペーン・街頭募金活動（長崎市少林寺拳法協会共催：長崎市）

R2   4 あじさい支援だより第18号発行（前田理事長「県・市・町にも広がる犯罪被害者支援の輪」等掲載）

  5 被害者支援デジタルサイネージ広報（15秒/回　県運転免許センター内２画面）R4年度継続中

  6.  8 性暴力被害者支援（男性被害者・LGBT支援）をセンターＨＰに追加掲載
  7.20 長崎駅周辺の交通結節計画説明会（交通産業ビル3階会議室）（大黒町周辺の再開発事業によるバスター

ミナル新築事業）

  8.21 センターＨＰ追加掲載（ホンデリングWeb申込専用フォーム）

  9.  1 税額控除適用法人証明書を取得（R2.9.1～R7.8.31）
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R2 10.  1 性暴力被害相談全国共通短縮番号「#8891」の接続開始（内閣府導入）
10 あじさい支援だより第19号発行（岩木県警犯罪被害者支援室長の巻頭言、活動実績など掲載）

10.16 公益社団法人全国被害者支援ネットワーク「犯罪被害者支援功労団体」のセンター受賞・
表彰式出席（東京都イイノホール）

11.18 「犯罪被害者週間」長崎大会（メルカ築町ホール）～前川 希帆・中村 明夫 氏、パネルディ
スカッション（警察庁/長崎県/長崎県警察/センター主催）

11.24 長崎駅周辺の交通結節計画アンケート調査説明会（交通産業ビル３階会議室）

R3   1.18 ＬＩＮＥ相談開始（性暴力被害専用）（相談入力フォームの掲載）

  2 ＬＩＮＥ相談開始のテレビＣＭ（15秒放送２～３月　NBC 35本、NCC 23本）

  4 あじさい支援だより第20号発行（永尾交通・地域安全課長の巻頭言、活動実績など掲載）

  6.12 支援ボランティア養成講座第19期（6/12～12/11）

10.  1 性暴力被害者支援夜間休日コールセンター（R3.10.1内閣府設置）の利用開始（暫定運用）
（暫定運用：夜間休日「サポートながさき」着信電話のコールセンターへの自動転送による相談対応で、セ
ンターの緊急対応を除く。）

10 あじさい支援だより第21号発行（松尾県警犯罪被害者支援室長の巻頭言、活動実績など掲載）

11.20 犯罪被害者等支援講演会（セントヒル長崎）～宮元 篤紀 氏（長崎県警察/センター /長崎県主催）

11.23 長崎県民表彰「優良団体（防犯）功労」のセンター受賞・表彰式出席（長崎県議会議場）

R4   4.  1 性暴力被害者支援夜間休日コールセンターの全面利用開始（緊急対応を含む）
（性暴力被害専用電話の相談時間の拡充9：30～17：00⇒9：00～17：00、「サポートながさき」の専任相談員 
（常勤）を２名体制（１名増員）とし、２名を9：00勤務と9：30勤務の交替制とした）

  4 あじさい支援だより第22号発行（中野監事「初心にかえる～設立20年目の節目を迎えて～」等掲載）

  5.19 「性暴力を根絶し、性被害から県民を守る条例」の制定に関する勉強会
（長崎県女性議員協議会と県関係課・センター参加　県議会会議室）

  5.25 ミュージックパトロールin長崎駅前広場（県警音楽隊演奏会）へのセンター参加広報
（新幹線開業の関連工事により、R3.4月を最終に中断していたJR駅前広場での演奏会の再開）

  6.11 支援ボランティア養成講座第20期（6/11～12/10）

  6.22 ＡＶ出演被害防止・救済法内閣府Web説明会（ワンストップ支援センター対象、同法6/23
施行）

  7.  6 性暴力被害者支援携帯カード80,920枚配布（県内中学・高校・特別支援学校の全生徒）

  7.15 ＡＶ出演被害防止・救済法に関する相談等のセンター対応依頼（7/15県交通・地域安全課長）

  8.  9 公益社団法人全国被害者支援ネットワーク全国理事長会議（Zoom会議）

  8.31 性暴力被害者支援リーフレット作成（5,000部）

10.  1 性暴力ワンストップ支援センター情報共有システム「C-ONE」稼働開始（内閣府導入）

10 あじさい支援だより第23号発行（伊東県警犯罪被害者支援室長の巻頭言、活動実績など掲載）

11.19 自助グループ活動再開 佐世保会場（コロナウイルス感染予防のためR3.5月～ R4.10月中断）

11.23 犯罪被害者等支援講演会（セントヒル長崎）～中谷 加代子 氏（長崎県警察/センター /長崎県主催）

11.28 性暴力被害ワンストップ支援センターに全国共通フリーダイヤル導入・通話料無料化開始
（0120-8891-77 内閣府導入）

R5   2.  6 犯罪被害全般リーフレット作成（5,000部）

  4 あじさい支援だより第24号発行（濵田交通・地域安全課長の巻頭言、活動実績など掲載）
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4

2021年（令和３年）４月 公益社団法人 長崎犯罪被害者支援センター

令和２年度（下半期）DIARY
月 主 な 支 援 活 動 延べ数 日 講 演 ・ 広 報 啓 発 日 会議・研修・その他

10月

面接相談
警察関連支援
弁護士法律相談付添

７回
２回
１回

12
16
25

・西彼農業高校講演
・警察学校初任科生に対する講話
・第２回犯罪被害者等支援養成講座
　（島原市）（明日の島原を考える会）

14

16
16

17～
18
29

31

・警察庁からのセンター視察
　（センター）
・自助グループ開催④（センター）
・全国犯罪被害者支援フォーラム2020
（東京都内）
・令和２年度秋期全国研修会
　（東京都内）
・長崎市安全・安心まちづくり推進
協議会
・県北地区被害者支援員研修会
　（アルカス佐世保）

11月

面接相談
弁護士法律相談付添

５回
２回

18
24
29

・犯罪被害者週間長崎大会
・長崎中学校講演
・第３回犯罪被害者等支援養成講座
　（島原市）（明日の島原を考える会）

6

14

19
21

23
23

24

・長崎県警察本部実施
　～公益法人立入検査
・継続研修
　（松藤プラザいきいき広場）
・県議会環境建設委員会現地調査
・自助グループ開催⑤
　（アルカス佐世保）
・自助グループ開催⑥（センター）
・性暴力救援センター全国連絡会
　代表者会議（Web会議）
・長崎駅前再開発説明会

12月

面接相談
警察関連支援
弁護士法律相談付添

４回
１回
３回

16 ・活水高校講演 6

8

18

・継続研修
　（松藤プラザいきいき広場）
・自助グループ運営・連絡会議
　（Web会議）
・自助グループ開催⑦（センター）

１月 面接相談
弁護士法律相談付添

４回
４回

30 ・トラウマが与える影響とは
　（Webによるオンライン研修）

２月

面接相談
警察関連支援
裁判関連支援
弁護士法律相談付添
病院付添支援

５回
１回
２回
３回
１回

12 ・長崎県立盲学校講演 10

18

・公益法人・一般移行法人の運営等に
関する研修会
・性暴力、配偶者暴力等被害者支援の
ためのオンライン研修

３月 23 ・センター理事会（第２回）

　昨年、11月19日（木）、環境生活委員会委員12名（山本委員長）によるセンターの現地調査
が実施されました。
　センター事務局長からセンターの組織体制、業務概要及び支援活動状況等の説明の後、面接
相談室及び電話ブースを見学されました。
　その後、センター職員と性暴力被害者への支援内容やセンターと他機関との連携に関して、
意見交換を行いました。
　県議会による現地視察は、センター設立以来初のことで、センターの実情や支援活動を理解
していただく絶好の機会となりました。

長崎県議会（環境生活委員会）のセンター現地調査
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2021年（令和３年）10月 公益社団法人 長崎犯罪被害者支援センター

令和３年度（上半期）DIARY

●●● 長崎犯罪被害者支援センター　役員の選任 ●●●
　定時総会（６月11日）において、役員の任期満了による理事７名、監事１名の候補者を提案し、全員
が選任（再任）されました。
　定時総会後、理事会（決議の省略）を開催し、理事長・副理事長を選定（再任）しました。

役　職　名 氏　　名 職　　業 任　　期
理 事 長 前　田　和　明 臨 床 心 理 士

令和３年６月11日
～

令和５年定時総会
終結の時まで

副 理 事 長 川　添　　　志 弁 護 士
理 　 　 事 永　田　吉　朗 税 理 士
理 　 　 事 森　　　保　博 会 社 経 営
理 　 　 事 松　尾　整　子 元 中 学 校 長
理 　 　 事 天　本　俊　太 医 師
理 　 　 事 北　爪　宏　明 弁 護 士
監 　 　 事 中　野　明　人 大 学 教 授

月 主な支援活動 延べ数 日 講演・広報啓発 日 会議・研修・その他

４月

面接相談
弁護士法律相談付添
自宅等訪問

３回
１回
１回

21

23

・県警音楽隊プロムナードコン
サートに伴うキャンペーン
・イオンレシートキャンペーン寄
付金贈呈式

16
17

22
27

・自助グループ①（センター）
・暴力追放「いのちを守る」長崎市民
集会（長崎市民会館）
・「あじさい支援だより第20号」作成配布
・センター運営委員会（第１回）

５月
警察関連支援 １回 13

20
25
26

・令和２年度センター決算監査
・九州ブロック事務局長会議（Web会議）
•令和３年度第１回理事会（センター）
・センター運営委員会（第２回～書面報告）

６月

面接相談
検察関連支援
裁判関連支援
弁護士法律相談付添

７回
１回
３回
３回

3
17
22
28
29
30

・相浦中学校講演
・諫早商業高校講演
・日宇中学校講演
・飯盛中学校講演
・西海中学校講演
・令和３年度服務規律委員会担当
者研修講演
　（長崎県教育庁高校教育課）

2
11
12

15
16

19
22
26

・犯罪被害者対応窓口職員研修会（書面会議）
・令和３年度定時総会（センター）
・第19期養成講座開校式
　（長崎県教育文化会館）
・全国ネットワーク総会（Web会議）
・長崎県被害者支援連絡協議会実務担
当者会議（書面開催）
・継続研修（佐世保地区）～アルカス佐世保
・センター運営委員会（第３回～書面報告）
・第19期養成講座第２回
　（長崎県勤労福祉会館）

７月

面接相談
警察関連支援
裁判関連支援
弁護士法律相談付添

３回
１回
２回
１回

1
2

・若松中学校講演
・郷ノ浦中学校講演

3

7
10

14
24

27

・性暴力救済センター全国連絡会議
　（Web会議）
・県弁護士会勉強会（ZOOM）
・第19期養成講座第３回
　（長崎県教育文化会館）
・長崎県被害者支援連絡協議会総会
・第19期養成講座第４回
　（長崎県勤労福祉会館）
・センター運営委員会（第４回～Web会議）

８月

面接相談
警察関連支援
弁護士法律相談付添
病院付添支援

10回
１回
１回
１回

4

5

24
24
24
28

・犯罪被害者支援研修会
　～長崎県弁護士会主催（Web研修）
・殺人事件に係る被害者支援三者会議
　（佐世保市役所）
・内閣府コールセンター説明会（ZOOM）
・全国ネットワーク事務局長会議（ZOOM）
・センター運営委員会（第５回～Web会議）
・第19期養成講座第５回
　（長崎県勤労福祉会館）

９月

面接相談
弁護士法律相談付添

２回
３回

7
11

25

28

・九州ブロック事務局長会議（ZOOM）
・第19期養成講座第６回
　（長崎県勤労福祉会館）
・第19期養成講座第７回
　（長崎市市民生活プラザ）
・センター運営委員会（第６回～Web会議）
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●●● 長崎犯罪被害者支援センター　役員の選任 ●●●
　定時総会（６月11日）において、役員の任期満了による理事７名、監事１名の候補者を提案し、全員
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　定時総会後、理事会（決議の省略）を開催し、理事長・副理事長を選定（再任）しました。
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弁護士法律相談付添
自宅等訪問

３回
１回
１回

21

23

・県警音楽隊プロムナードコン
サートに伴うキャンペーン
・イオンレシートキャンペーン寄
付金贈呈式

16
17

22
27

・自助グループ①（センター）
・暴力追放「いのちを守る」長崎市民
集会（長崎市民会館）
・「あじさい支援だより第20号」作成配布
・センター運営委員会（第１回）

５月
警察関連支援 １回 13

20
25
26

・令和２年度センター決算監査
・九州ブロック事務局長会議（Web会議）
•令和３年度第１回理事会（センター）
・センター運営委員会（第２回～書面報告）

６月

面接相談
検察関連支援
裁判関連支援
弁護士法律相談付添

７回
１回
３回
３回

3
17
22
28
29
30

・相浦中学校講演
・諫早商業高校講演
・日宇中学校講演
・飯盛中学校講演
・西海中学校講演
・令和３年度服務規律委員会担当
者研修講演
　（長崎県教育庁高校教育課）

2
11
12

15
16

19
22
26

・犯罪被害者対応窓口職員研修会（書面会議）
・令和３年度定時総会（センター）
・第19期養成講座開校式
　（長崎県教育文化会館）
・全国ネットワーク総会（Web会議）
・長崎県被害者支援連絡協議会実務担
当者会議（書面開催）
・継続研修（佐世保地区）～アルカス佐世保
・センター運営委員会（第３回～書面報告）
・第19期養成講座第２回
　（長崎県勤労福祉会館）

７月

面接相談
警察関連支援
裁判関連支援
弁護士法律相談付添

３回
１回
２回
１回

1
2

・若松中学校講演
・郷ノ浦中学校講演

3

7
10

14
24

27

・性暴力救済センター全国連絡会議
　（Web会議）
・県弁護士会勉強会（ZOOM）
・第19期養成講座第３回
　（長崎県教育文化会館）
・長崎県被害者支援連絡協議会総会
・第19期養成講座第４回
　（長崎県勤労福祉会館）
・センター運営委員会（第４回～Web会議）

８月

面接相談
警察関連支援
弁護士法律相談付添
病院付添支援

10回
１回
１回
１回

4

5

24
24
24
28

・犯罪被害者支援研修会
　～長崎県弁護士会主催（Web研修）
・殺人事件に係る被害者支援三者会議
　（佐世保市役所）
・内閣府コールセンター説明会（ZOOM）
・全国ネットワーク事務局長会議（ZOOM）
・センター運営委員会（第５回～Web会議）
・第19期養成講座第５回
　（長崎県勤労福祉会館）

９月

面接相談
弁護士法律相談付添

２回
３回

7
11

25

28

・九州ブロック事務局長会議（ZOOM）
・第19期養成講座第６回
　（長崎県勤労福祉会館）
・第19期養成講座第７回
　（長崎市市民生活プラザ）
・センター運営委員会（第６回～Web会議）
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2022年（令和４年）４月 公益社団法人 長崎犯罪被害者支援センター

令和３年度（下半期）DIARY
月 主 な 支 援 活 動 延べ数 日 講 演 ・ 広 報 啓 発 日 会議・研修・その他

10月

面接相談
警察関連支援
弁護士法律相談付添
病院付添支援

５回
１回
３回
２回

6
24

24

・県警察学校講話
・長崎市立小島中学校区健全育成
協議会親学セミナー
・島原市犯罪被害者支援員養成講座

　（島原市役所）

8～10

9

23

26

・全国被害者支援ネットワークフォー
　ラム・秋期全国研修会（Web研修）
・第19期養成講座第８回

　（長崎市市民生活プラザ）
・第19期養成講座第９回

　（長崎県勤労福祉会館）
・センター運営委員会

　（第７回～Web会議）

11月

面接相談
弁護士法律相談付添

３回
１回

5

16
20

28

・広報啓発携帯カード（性暴力）
を県内の中・高校、特別支援学
校へ配布～297校
・県警察学校講話
・犯罪被害者等支援講演会

　（セントヒル長崎）
・島原市犯罪被害者支援員養成講座

　（島原市役所）

13

23
24

27

・第19期養成講座第10回
　（長崎県勤労福祉会館）

・県民表彰式（長崎県議会議場）
・センター運営委員会

　（第８回～Web会議）
・第19期養成講座第11回

　（長崎県勤労福祉会館）

12月

面接相談
警察関連支援
裁判関連支援
弁護士法律相談付添

５回
１回
８回
１回

2
9
10
13
14

15
19

・県警察学校講話
・有川中学校講演
・長崎地区保護司会中２分区会講演
・報道機関からの取材～ＫＴＮ
・報道機関からの取材

　～ＮＨＫ、ＮＩＢ
・活水高等学校講演
・島原市犯罪被害者支援員養成講座

　（島原市役所）

3～４

11

22
23

27

・全国被害者支援ネットワーク自助グ
ループファシリテーター育成研修

　（東京）
・第19期養成講座・上級・修了式

　（長崎県勤労福祉会館）
・県弁護士会勉強会（Web勉強会）
・長崎市安全・安心まちづくり推進協
議会（長崎市アマランス）
・センター運営委員会

　（第９回～書面報告）

１月

面接相談
警察関連支援
裁判関連支援
弁護士法律相談付添
生活支援

５回
１回
１回
３回
１回

25

25

・センター運営委員会
　（第10回～Web会議）

・犯罪被害者支援研修会
　（長崎県弁護士会～Web研修）

２月

面接相談
裁判関連支援
弁護士法律相談付添

３回
１回
２回

4

8

9

19、20

21

22

26

28

・令和３年度性暴力被害者支援に係る
医療機関研修会（県庁）
・子供の性被害防止セミナー

　（警察庁主催～Web研修）
・内閣府「性犯罪被害者等支援体制整
備促進事業」研修（Web研修）
・令和３年度全国被害者支援ネット
ワーク質の向上研修下半期九州・沖
縄ブロック研修（Web研修）
・公益法人運営等に関する研修会

　（Web研修）
・センター運営委員会

　（第11回～Web会議）
・社会安全・警察学研究所オンライン
シンポジウム
　「性犯罪被害者のために何が必要か、
何ができるか」（Web研修）
・「性犯罪被害者等支援体制整備事業」
センター長等研修（Web研修）

３月

面接相談
警察関連支援
弁護士法律相談付添

５回
１回
２回

3

7

14

22

23

・犯罪被害者支援研修会
　（長崎県弁護士会～Web研修）

・令和３年度第３回理事会
　（書面会議～決裁の省略）

・「性犯罪被害者支援体制整備促進事
　業」相談員研修（内閣府～Web研修）
・センター運営委員会

　（第12回～Web会議）
・令和３年度第２回長崎市安全・安心
まちづくり推進協議会
（長崎市男女共同推進センター）
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2022年（令和４年）10月 公益社団法人 長崎犯罪被害者支援センター

令和４年度（上半期）DIARY
月 主な支援活動 延べ数 日 講演・広報啓発 日 会議・研修・その他

４月

面接相談
弁護士法律相談付添
病院付添支援
自宅等訪問

６回
１回
２回
１回

1

1

1

1

・県全世帯広報誌「つたえる県なが
さき」４月号にサポートながさき
紹介

（犯罪被害者支援広報契約）
・ＮＢＣラジオ20秒スポット放送

（週２回・年間144回）
・県営バス車内放送
　（３地区：3000回/日・１年間）
・県運転免許センターデジタルサイ

ネージ広報（１年間）

16

19

20

22

26

・暴力追放「いのちを守る」長崎市民集会
（長崎市民会館）

・令和４年度全国事務局長等会議
　（Web会議）

・「あじさい支援だより第22号」作成・
配布

・イオンレシートキャンペーン贈呈式
　（イオン長崎店）

・センター運営委員会（第１回～Web会議）

５月

面接相談
弁護士法律相談付添

３回
２回

11
25

31

・県警察学校講話
・県警音楽隊ミュージックパトロー

ルin長崎駅前広場における広報
・県警察学校講話

19
21

24
24

・女性議員との性暴力根絶関係勉強会
・第10回性暴力救援センター全国連絡会

代表者会議（ZOOM）
・令和４年度第１回理事会（Web会議）
・センター運営委員会（第２回～文書報告）

６月

面接相談
裁判関連支援
弁護士法律相談付添

５回
３回
４回

2
16
28
29

・相浦中学校講演
・諫早商業高校講演
・萱瀬中学校講演
・玖島中学校講演

3
11

14

15

15

17
20

22

25

28

・県弁護士会勉強会（Web勉強会）
・第20期養成講座第１回

　（長崎県勤労福祉会館）
・全国被害者支援ネットワーク定時社員

総会（Web会議）
・令和４年度被害者支援連絡協議会実務

担当者会議（Web会議）
・AV出演被害防止・救済法内閣府説明会

（Web会議）
・令和４年度定時総会（センター会議室）
・AV出演被害防止・救済法関係協議

　（センター会議室）
・AV出演被害防止・救済法ワンストップ

支援センター説明会（Web会議）
・第20期養成講座第２回

　（長崎県勤労福祉会館）
・センター運営委員会（第３回～Web会議）

７月

面接相談
裁判関連支援
弁護士法律相談付添

４回
２回
４回

1

5

・2022年度長崎純心大学こども教
育保育学科講演

・携帯カード（性暴力被害者支援）
を県内の国公立・私立の中学校・
高校、特別支援学校の全生徒へ配
布～297校

2

2～3

5
8

9

16

22
23

26

28

・全国被害者支援ネットワーク質の向上
九州・沖縄ブロック事務局長会議

（佐賀県）
・全国被害者支援ネットワーク質の向上

九州・沖縄ブロック研修会
　～上半期研修プログラム（佐賀県）

・令和４年度第２回理事会（決議の省略）
・令和４年度長崎県被害者支援連絡協議

会総会（警察本部）
・第20期養成講座第３回

　（長崎県勤労福祉会館）
・性暴力救援センター全国連絡会研修会

（Web研修）
・AV相談対応研修会（Web研修）
・第20期養成講座第４回

　（長崎県勤労福祉会館）
・センター業務運営委員会

（第４回～Web会議）
・県弁護士会勉強会（長崎県弁護士会）

８月

面接相談
警察関連支援
裁判関連支援
弁護士法律相談付添

２回
１回
１回
２回

5～6

9

9
23

27

29

・令和４年度支援活動責任者研修
（全国ネットワーク）（Web研修）

・ワンストップ支援センター通話料無料
化等説明会（内閣府～ZOOM）

・令和４年度全国理事長会議（ZOOM）
・センター業務運営委員会

（第５回～Web会議）
・ 第20期養成講座第５回

（長崎県勤労福祉会館）
・令和４年度長崎県市町犯罪被害者等支

援推進協議会（県庁）

９月

面接相談
裁判関連支援
弁護士法律相談付添

（９月15日現在）

３回
１回
３回

10

11
15

24

27

29

・第20期養成講座第６回
（長崎県勤労福祉会館）

・継続研修（センター）
・公益法人テーマ別セミナー

（大阪第１回）（大阪府～Web会議）
・第20期養成講座第７回

（長崎県勤労福祉会館）
・センター業務運営委員会

（第６回～Web会議）
・自助グループ運営・連絡会議（ZOOM）
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2023年（令和５年）４月 公益社団法人 長崎犯罪被害者支援センター

令和４年度（下半期）DIARY
月 主な支援活動 延べ数 日 講演・広報啓発 日 会議・研修・その他

10月

面接相談
裁判関連支援
弁護士法律相談付添

４回
２回
２回

13

19

25
25
30

・日本精神科病院協会
　　日本精神科医学会
　学術教育研修会（心理部門）
・小学生向けの冊子（マンガ）の

発行
　全国被害者支援ネットワーク作成
　（県内市町21部、同教育委員会

21部配布）
　センターホームHPにマンガ閲

覧のアクセスバナーを掲載
・県警察学校講話
・日宇中学校講演
・犯罪被害者等支援講演会

（島原市）

5、17

8
14

14
15～
　16
15
22
22
25
26

・令和４年度「性暴力被害者支援のための
夜間休日コールセンターを利用するワン
ストップ支援センターのためのオンライ
ン合同研修会」（Zoom研修）

・第20期養成講座第８回（長崎県勤労福祉会館）
・令和４年度県北地区女性相談関係機関意

見交換会（佐世保市県北振興局）
・全国犯罪被害者支援フォーラム2022（東京都）
・全国被害者支援ネットワークフォーラム・

秋期全国研修会（東京都）
・継続研修（センター）
・第20期養成講座第９回（長崎県勤労福祉会館）
・継続研修（長崎県勤労福祉会館）
・センター業務運営委員会（第７回～Web会議）
・ワンストップ支援センターに係る連絡会

（内閣府～Zoom研修）

11月

面接相談
弁護士法律相談付添

５回
４回

2
11
23

・五島南高校講話
・県警察学校講話
・犯罪被害者等支援講演会

（セントヒル長崎）

5
12
14

16
19
22
26
30

・長崎県弁護士会シンポジウム（ウェビナー形式）
・第20期養成講座第10回（長崎県勤労福祉会館）
・殺人事件に係る被害者支援三者会議

（佐世保市役所）
・県南地区女性相談関係機関意見交換会（県庁）
・第１回自助グループ開催（アルカス佐世保）
・センター業務運営委員会（第８回～Web会議）
・第20期養成講座第11回（長崎県勤労福祉会館）
・公益法人テーマ別セミナー

（第４回～Web研修）

12月

面接相談
裁判関連支援
弁護士法律相談付添

３回
１回
１回

6

8

・長崎地区犯罪被害者支援ネット
ワーク会議（大浦警察署）

・御厨中学校講話

2
5、15

6

10

16
27

・県弁護士会勉強会（長崎県弁護士会）
・ワンストップ支援センターのための合同

研修会（第２回）（内閣府～Zoom研修）
・養成講座研修

（検察庁、裁判所、県警本部、県庁）
・第20期養成講座・上級・修了式

（長崎県勤労福祉会館）
・第２回自助グループ開催（センター）
・センター業務運営委員会（第９回～Web会議）

１月

面接相談
警察関連支援
弁護士法律相談付添
病院付添支援

４回
１回
３回
１回

24
26

28

・センター業務運営委員会（第10回～Web会議）
・県遊技業協同組合の社会還元寄附金贈呈式

（ヒルトン長崎）
・県北地区被害者支援員研修会（アルカス佐世保）

２月

面接相談
警察関連支援
裁判関連支援
弁護士法律相談付添

４回
１回
１回
３回

7 ・中野中学校講話 3

4～5

13

22

27

28

28

28

・令和４年度性暴力被害者支援に係る医療
機関研修会（県庁）

・全国被害者支援ネットワーク質の向上下
半期九州・沖縄ブロック研修（佐賀市）

・性犯罪被害者支援体制整備推進事業医療
関係者等研修（内閣府～Web研修）

・ワンストップ支援センターを対象とした支援状
況に関するヒアリング（内閣府～Web研修）

・長崎保護観察所医療監察法研修
（長崎保護観察所）

・ワンストップ支援センター・センター長及び
コーディネーター研修（内閣府～Web研修）

・ワンストップ支援センター全国ネット
ワーク会議（内閣府～Web研修）

・センター業務運営委員会（第1１回～Web会議）

３月

面接相談
裁判関連支援
弁護士法律相談付添
行政窓口等への付添

５回
２回
３回
１回

3
7

17
28
28

・相談員研修（内閣府～Web研修）
・犯罪被害者支援研修会

（長崎県弁護士会～Web研修）
・第３回自助グループ開催（センター）
 ・令和４年度第３回理事会（センター）
 ・センター業務運営委員会

（第12回～文書報告）
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長崎県警察本部長　感謝状（学校講演事業の推進）

財団法人県民ボランティア振興基金会長　表彰状（奨励賞：社会貢献活動）

長崎犯罪被害者支援センターの 感謝状・表彰状
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警察庁長官・全国被害者支援ネットワーク理事長　表彰状（犯罪被害者支援功労団体）

長崎県知事　表彰状（県民表彰：優良団体（防犯）功労）
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年度 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H15～H27
電話等相談 81 55 68 111 236 235 306 246 237 225 148 140 98 2,186 
面接相談 46 79 58 25 25 43 68 58 64 39 29 18 45 597 
直接的支援 12    - 14 15 20 27 44 61 143 155 22 56 58 627 

計 139 134 140 151 281 305 418 365 444 419 199 214 201 3,410 

年度 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 H28～R4 総計
電話等相談 300 465 566 406 532 533 581 3,383 5,569 
面接相談 74 82 62 64 48 52 50 432 1,029 
直接的支援 64 62 82 33 43 50 54 388 1,015 

計 438 609 710 503 623 635 685 4,203 7,613 
H28.4.1　性暴力被害者支援「サポートながさき」開設

「サポートながさき」開設以降の状況（平成28年度～令和４年度）

電話等相談はメール、LINE、
手紙、FAXを含む。
１）電子メール（性暴力被害専用）	（H30.6.15開始）
２）LINE（性暴力被害専用）	 （R3.1.18開始）

電話・面接：件数、直接的支援：回数

各年度　相談対応件数（延べ件数）
H28年度「05その他」：FAX受信　犯罪被害者等：性暴力被害者以外の者

 相談対応

年度

犯罪区分
犯罪被害者等 性暴力被害者

 総計01
電話

02
電子メール

03
手紙

05
その他

04
面接

05
直接支援 集計 01

電話
02

電子メール
02

LINE
03

手紙
04

面接
05

直接支援 集計

H28（2016年） 70      1 29 33 133 227 1 1 45 31 305 438 
H29（2017年） 136      3 35 38 212 324 2 47 24 397 609 
H30（2018年） 149      2 2 25 44 222 395 13 5 37 38 488 710 
R1 （2019年） 118      2 2 30 4 156 253 30 1 34 29 347 503 
R2 （2020年） 111      7 1 15 11 145 395 15 2 1 33 32 478 623 
R3 （2021年） 92      1 1 16 25 135 411 12 10 6 36 25 500 635 
R4 （2022年） 138      6 1 18 21 184 397 12 17 10 32 33 501 685 

 総計 814 18 10 1 168 176 1,187 2,402 83 29 26 264 212 3,016 4,203 
電子メール（H30.6月開始）、LINE（R3.1月開始）

電話等・面接相談、直接的支援事業の状況（平成15年度～令和４年度）1

各年度　相談対応件数（延べ件数）
電話等：01電話～ 05その他 電話等：01電話～ 03手紙 H27年度　計24件 H27年度　計201件

（再　掲） 犯罪被害者等 性暴力被害者 センター計
性暴力計
各年度比率

センター計
前年度比

性暴力計
前年度比年度 電話等 04

面接
05

直接支援 計 電話等 04
面接

05
直接支援 計 電話等 04

面接
05

直接支援 計

H28（2016年） 71     29 33 133 229 45 31 305 300 74 64 438 69.6% 218 1,271
H29（2017年） 139     35 38 212 326 47 24 397 465 82 62 609 65.2% 139  130
H30（2018年） 153     25 44 222 413 37 38 488 566 62 82 710 68.7% 117  123
R1 （2019年） 122     30 4 156 284 34 29 347 406 64 33 503 69.0%   71 　 71
R2 （2020年） 119     15 11 145 413 33 32 478 532 48 43 623 76.7% 124  138
R3 （2021年） 94     16 25 135 439 36 25 500 533 52 50 635 78.7% 102  105
R4 （2022年） 145     18 21 184 436 32 33 501 581 50 54 685 73.1% 108  100

 総計 843 168 176 1,187 2,540 264 212 3,016 3,383 432 388 4,203 71.8%

区分対応割合 71.0% 14.2% 14.8% − 84.2% 8.8% 7.0% − 80.5% 10.3% 9.2% −
対応/ｾﾝﾀｰ計 24.9% 38.9% 45.4% 28.2% 75.1% 61.1% 54.6% 71.8%

長崎犯罪被害者支援センターの 活動実績等
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H28～R４年度（センター計）
電話等・面接相談、直接支援 合計 N=4,203

犯罪被害者等 性暴力被害者

犯罪 1,187 

133 

212 

222 

156 

145 

135 

184 

305

397

488

347

478

500

501

438

609

710

503

623

635

685

138

144

144

97

91

102

104

性暴力 3,016 

H28～R４年度（センター計）
左表のうち面接・直接支援の件数 N=820

犯罪面接 犯罪直接 性暴力面接 性暴力直接

犯罪面接 168 犯罪直接 176

29

35

25

30

15

16

18

33

38

44

4

11

25

21

45

47

37

34

33

36

32

31

24

38

29

32

25

33

性暴力面接 264 性暴力直接 212

H28～R４年度（センター計）
電話等相談件数 N=3,383

犯罪被害者等 性暴力被害者

犯罪 843

71

139

153

122

119

94

145

229

326

413

284

413

439

436

性暴力 2,540

H28～R４年度
性暴力被害 電話等 新規相談件数

電話等相談総数 うち新規相談件数

電話等相談総数 2,540

85

94

101

62

81

88

112

229

326

413

284

413

439

436

うち新規 623

45長崎犯罪被害者支援センターの活動実績等



犯 罪 区 分 犯罪被害者等 一般犯罪
年　　　度 （すべて） H28～R4年度

犯罪別相談（一般犯罪）

相談原因犯罪名
相談対応

罪別
割合01

電話
02

電子メール
03

手紙
05

FAX 総計

01殺人（傷害致死） 130      3 1 134    15.9%

02強盗（致死傷） 6      6    0.7%

06暴行・傷害 151      1 1 153    18.1%

07その他の身体犯 18      18    2.1%

08危険運転致死傷 13      13    1.5%

09交通死亡事故 150      2 5 157    18.6%

10交通事故 96      96    11.4%

11財産的被害 55      55    6.5%

13ストーカー 3      3    0.4%

14虐待 1      1    0.1%

17その他 191      12 3 1 207    24.6%

総計 814 18 10 1 843   

犯 罪 区 分 性暴力被害者 性暴力被害
年　　　度 （すべて） H28～R4年度

犯罪別相談（性暴力被害）

相談原因犯罪名
相談対応

罪別
割合01

電話
02

電子メール
02

LINE
03

手紙 総計

03強制性交等（準含） 700      42 12 6 760    29.9%

03-1監護者性交等 50      4 2 2 58    2.3%

04強制わいせつ（準含） 640      9 6 11 666    26.2%

04-1監護者わいせつ 14      1 15    0.6%

05その他の性的被害 232      6 3 241    9.5%

12DV 124      1 1 126    5.0%

13ストーカー 129      3 1 1 134    5.3%

14虐待 35      35    1.4%

17その他 478      18 4 5 505    19.9%

総計 2,402 83 29 26 2,540 
H28・29年度統計の「強姦」など⇒「強制性交等（準含）」などに集約

犯 罪 区 分 性暴力被害者 性暴力被害
年　　　度 （すべて） H28～R4年度
被害者性別 （複数のアイテム）「被害者なし」を除く

相談原因犯罪名 （複数のアイテム） その他（問合せ等）を除く

被害者年令区分（性暴力被害）

被害者年令区分
相談対応

年代
割合01

電話
02

電子メール
02

LINE
03

手紙 総計

10才未満 45 1 46 2.3%

10代 527 11 6 6 550 27.0%

20代 634 34 10 9 687 33.8%

30代 263 14 5 3 285 14.0%

40代 214 4 2 220 10.8%

50代 80 1 1 1 83 4.1%

60代 87 1 88 4.3%

70才以上 18 18 0.9%

不明 55 1 1 57 2.8%

総計 1,923 65 25 21 2,034 
10代以下29.3%

電話等相談・罪別・一般犯罪　相談件数（延べ件数）　H28～R４年度

電話等相談・罪別・性暴力被害　相談件数（延べ件数）　H28～R４年度

被害者年令区分・性暴力被害　電話等相談（延べ件数）　H28～R４年度

N=843
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傷
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151

18 13
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犯 罪 区 分 性暴力被害者 性暴力被害
年 　 　 度 （すべて） H28～R4年度
相 談 対 応 （複数のアイテム） 電話等相談（延べ件数）
被害者性別 （複数のアイテム）「被害者なし」を除く

相談原因犯罪名 （複数のアイテム） その他（問合せ等）を除く

相談者属性（被害者⇒相談者）の関係　性暴力被害

被害者との関係 01
本人

02
夫または妻

03
父または母

04
親族

05
子供

06その他
（友人・知人等）

07
他機関 総計

相談件数 1,166 21 332 14 5 114 382 2,034 
割　　合 57.3% 1.0% 16.3% 0.7% 0.2% 5.6% 18.8% −

家族等18.3%

犯 罪 区 分 性暴力被害者 性暴力被害
年　　　度 （複数のアイテム） R1～R4年度
新規・継続 01新規 新規
相 談 対 応 （複数のアイテム） 電話等相談
被害者性別 （複数のアイテム）「被害者なし」を除く

犯罪名「その他」（問合せ等）を除く

加害者との関係

相談原因犯罪名

01 02 03 04 05 06 07 08 11 09 10

総計 割合

配
偶
者
・
元
配
偶
者

（
事
実
婚
や
別
居
中
含
む
）

交
際
相
手
・
元
交
際
相
手

友
人
・
知
人

親（
実
親
・
養
親
・
継
親
・

親
の
交
際
相
手
）

そ
の
他
の
家
族
・
親
戚

職
場
・
ア
ル
バ
イ
ト
先
の

関
係
者（
客
含
む
）

学
校
・
大
学
の
教
員
や

部
活
動
の
コ
ー
チ

S
N
S
や
掲
示
板
等
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
介
し
て
知
り
合
っ
た
人

そ
の
他

全
く
知
ら
な
い
人

不
明

03強制性交等（準含） 2 8 32 5 3 16 1 11 2 9 18 107 38.4%
03-1監護者性交等 14 14 5.0%
04強制わいせつ（準含） 1 30 6 5 11 3 3 9 10 3 81 29.0%
04-1監護者わいせつ 3 3 1.1%
05その他の性的被害 1 7 8 2 3 2 5 7 9 44 15.8%
12DV 11 5 16 5.7%
13ストーカー 3 4 3 1 1 1 13 4.7%
14虐待 1 1 0.4%

総計 14 24 74 31 11 32 4 20 12 26 31 279 
割合 5.0% 8.6% 26.5% 11.1% 3.9% 11.5% 1.4% 7.2% 4.3% 9.3% 11.1%

性暴力被害・加害者との関係（電話等・新規相談者）　R１～R４年度

相談者属性（被害者との関係）・性暴力被害　電話等相談（延べ件数）　H28～R４年度

強制性交等～
監護者わいせつ　
205件 73.5%

N=2,034

H28～R4年度　相談者属性（被害者との関係）
（性暴力被害）

01本人
1,166件
57.3%

02夫または妻
21件、1.0%

04親族、14件 
0.7%

05子供、5件 
0.2%

06その他
（友人・知人等）
114件、5.6%

03父または母
332件 
16.3%

07他機関
382件 
18.8%

N=623

H28～R4年度　相談の端緒（電話等の新規相談）
（性暴力被害）  

02HP、211件
33.9%

07他機関から
の紹介、95件
15.2%

01マスメディア
25件、4.0%

04リーフレット
27件、4.3%

05警察教示、21件 3.4%06警察提供、28件、4.5%

08その他
142件、22.8%

09不明　
74件
11.9%

性暴力被害　新規電話等相談
（加害者との関係）

知っている人
80%

知らない人
9%

不明
11%
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N=843 N=2,540 N=3,383

女性
426件
50.5%

男性
416件
49.3%

不明、1件、0.1%

女性
2,082件
82.0%

男性
452件
17.8%

男性
868件
25.7%

女性
2,058件
74.1%

犯罪被害者等 性暴力被害者 センター計
不明、6件、0.2% 不明、7件、0.2%

犯 罪 区 分 性暴力被害者 性暴力被害
相 談 対 応 （複数のアイテム） 電話等相談（延べ件数）

犯 罪 区 分 性暴力被害者 性暴力被害
相 談 対 応 （複数のアイテム） 電話等相談（延べ件数）

相談原因犯罪名 （複数のアイテム） その他（問合せ等）を除く
被害者性別の「被害者なし」を除く

相談者
性別 

年度
男性 女性 不明 総計 男性

割合
女性
割合

不明の
割合

H28（2016年） 50 179 229 21.8% 78.2%
H29（2017年） 98 228 326 30.1% 69.9%
H30（2018年） 55 358 413 13.3% 86.7%
R1 （2019年） 36 248 284 12.7% 87.3%
R2 （2020年） 68 343 2 413 16.5% 83.1% 0.5%
R3 （2021年） 80 355 4 439 18.2% 80.9% 0.9%
R4 （2022年） 65 371 436 14.9% 85.1%

 総計 452 2,082 6 2,540 17.8% 82.0% 0.2%

被害者
性別 

年度
男性 女性 総計 男性

割合
女性
割合

H28（2016年） 28 186 214 13.1% 86.9%
H29（2017年） 18 290 308 5.8% 94.2%
H30（2018年） 16 303 319 5.0% 95.0%
R1 （2019年） 9 190 199 4.5% 95.5%
R2 （2020年） 19 280 299 6.4% 93.6%
R3 （2021年） 19 340 359 5.3% 94.7%
R4 （2022年） 28 308 336 8.3% 91.7%

 総計 137 1,897 2,034 6.7% 93.3%

性暴力被害・電話等相談　相談者・男女別各年度（H28～R４年度）

性暴力被害・電話等相談　被害者・男女別各年度（H28～R４年度）

電話等相談者の男女区分（H28～R４年度）

N=2,540

女性割合
82.0%

男性 452
女性 2,082
不明 6

男性割合
17.8%

不明の割合
0.2%

N=2,034

女性割合
93.3%

男性 137
女性 1,897

男性
割合
6.7%

その他（問合せ等）を除く 
被害者性別の「被害者なし」を除く 
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41

22

27

27

7

8

3

6

6

13

21

8

13

5

1

1

4

4 1

1

1

1

6

4

1

1

犯 罪 区 分 犯罪被害者等 犯罪被害者等
年　　　度 （すべて） H28～R4年度（延べ回数）

直接支援区分

相談原因犯罪名

01
警察

関連支援

02
裁判

関連支援

03
検察庁

関連支援

04
弁護士

法律相談付添

07
カウンセリ
ング付添

08
自宅等
訪問

10
生活支援

13
その他 総計 割合

01殺人（傷害致死） 45 1 11 7 15 1 8 88 50.0%
06暴行・傷害 3 3 1.7%
07その他の身体犯 2 2 1.1%
08危険運転致死傷 1 1 0.6%
09交通死亡事故 1 15 31 7 6 60 34.1%
10交通事故 2 17 19 10.8%
11財産的被害 1 1 0.6%
13ストーカー 1 1 0.6%
17その他 1 1 0.6%

総計 3 62 1 66 7 22 1 14 176 
支援別割合 1.7% 35.2% 0.6% 37.5% 4.0% 12.5% 0.6% 8.0% 犯罪被害支援割合 45.4%

犯罪被害者等・直接的支援回数（H28年度～R４年度）

性暴力被害相談（被害から相談までの期間）　R１～R４年度（電話等新規相談者）

72時間
以内

72時間～
1週間以内

1週間 ～
1ヵ月以内

1ヵ月超～
半年以内

半年超～
1年以内

1年以上～
3年以内

3年以上～
5年以内

5年以上～
10年以内 10年以上 不明 総計

■ 03強制性交等（準含） 10 15 20 19 2 13 2 2 7 17 107
■ 03-1監護者性交等 1 1 1 1 6 4 14
■ 04強制わいせつ（準含） 6 6 13 21 4 8 4 1 13 5 81
■ 04-1監護者わいせつ 1 1 1 3

総計 16 21 33 41 7 22 8 3 27 27 205 

直接的支援状況

49長崎犯罪被害者支援センターの活動実績等



0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110

03強制性交等(準含)

04強制わいせつ(準含）

05その他の性的被害

12DV

13ストーカー

14虐待

17その他

N=212

01警察関連支援
02裁判関連支援
03検察庁関連支援
04弁護士法律相談付添
05行政窓口等への付添
06病院付添
08自宅等訪問
10生活支援
13その他

13

8

2

1

1

1111 3

21

38 1

3

1 2

121

2 2

3 20 41

2

3

1

6

28

48 1111 4

6

8

1

15

72

103

7

性暴力被害・直接的支援回数（H28～R４年度）

犯 罪 区 分 性暴力被害者 性暴力被害
年　　　度 （すべて） H28～R4年度（延べ回数）

直接的支援区分

相談原因犯罪名

01
警察

関連支援

02
裁判

関連支援

03
検察庁 

関連支援

04
弁護士 

法律相談付添

05
行政窓口等
への付添

06
病院付添

08
自宅等
訪問

10
生活支援

13
その他 総計 割合

03強制性交等（準含） 13 2 1 28 3 20 1 4 72 34.0%
04強制わいせつ（準含） 8 38 1 48 1 1 1 1 4 103 48.6%
05その他の性的被害 2 3 6 2 2 15 7.1%
12DV 1 1 2 2 6 2.8%
13ストーカー 1 3 1 2 1 8 3.8%
14虐待 1 1 1 1 3 7 3.3%
17その他 1 1 0.5%

総計 26 44 3 88 8 26 1 2 14 212
支援別割合 12.3% 20.8% 1.4% 41.5% 3.8% 12.3% 0.5% 0.9% 6.6% 性暴力支援割合 54.6%

H28・29年度統計の「強姦」など⇒「強制性交等（準含）」などに集約

03
強制性交等
（準含）

04
強制わいせつ

（準含）

05
その他の
性的被害

12
DV

13
ストーカー

14
虐待

17
その他 総計

■ 01警察関連支援 13 8 2 1 1 1 26
■ 02裁判関連支援 2 38 3 1 44
■ 03検察庁関連支援 1 1 1 3
■ 04弁護士法律相談付添 28 48 6 2 3 1 88
■ 05行政窓口等への付添 3 1 2 1 1 8
■ 06病院付添 20 1 2 2 1 26
■ 08自宅等訪問 1 1
■ 10生活支援 1 1 2
■ 13その他 4 4 2 1 3 14

総計 72 103 15 6 8 7 1 212
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N=843 N=2,540 N=3,383 男性
868件
25.7%

女性
2,058件
74.1%

犯罪被害者等 性暴力被害者 センター計

女性
426件
50.5%

男性
416件
49.3%

不明、1件、0.1%

女性
2,082件
82.0%

男性
452件
17.8%

不明、6件、0.2% 不明、7件、0.2%

電話等相談　相談者所在別の相談件数（H28～R４年度）

犯 罪 区 分 犯罪被害者等 犯罪被害者等
年　　　度 （すべて） H28～R4年度
相 談 対 応 （複数のアイテム） 電話～手紙（延べ件数）

犯 罪 区 分 性暴力被害者 性暴力被害者
年　　　度 （すべて） H28～R4年度
相 談 対 応 （複数のアイテム） 電話～手紙（延べ件数）

相談原因
犯罪名

相談者所在

01 
殺人

（傷害致死）

02 
強盗

（致死傷）
06 

暴行・傷害
07 

その他の
身体犯

08 
危険運転
致死傷

09 
交通死亡

事故
10 

交通事故
11 

財産的被害
13 

ストーカー
14 

虐待
17 

その他
犯罪被害等 

総計
相談原因
犯罪名

相談者所在
01長崎市 59 2 51 16 10 55 25 27 3 85 333 01長崎市
02佐世保市 23 51 14 14 3 21 126 02佐世保市
03島原市 22 8 1 31 03島原市
04諫早市 10 4 3 2 6 3 8 14 50 04諫早市
05大村市 18 4 11 13 1 3 50 05大村市
06平戸市 10 1 11 06平戸市
07松浦市 1 6 7 14 07松浦市
08対馬市 2 6 3 11 08対馬市
09壱岐市 − 09壱岐市
10五島市 3 3 3 9 10五島市
11西海市 1 3 1 5 11西海市
12雲仙市 6 2 5 10 3 26 12雲仙市
13南島原市 8 5 13 13南島原市
14長与町 5 5 12 22 14長与町
15時津町 7 1 15 23 15時津町
16東彼杵町 1 2 3 16東彼杵町
17川棚町 2 2 17川棚町
18波佐見町 − 18波佐見町
19小値賀町 − 19小値賀町
20佐々町 4 1 4 9 20佐々町
21新上五島町 5 1 6 21新上五島町
24長崎県内 5 4 9 24長崎県内
22 県外 12 5 3 19 6 15 60 22 県外
23 不明 4 6 1 19 30 23 不明
犯罪被害総計 134 6 153 18 13 157 96 55 3 1 207 843 犯罪被害総計
罪別相談割合 15.9% 0.7% 18.1% 2.1% 1.5% 18.6% 11.4% 6.5% 0.4% 0.1% 24.6% 犯罪被害者等比率 24.9%

殺人～その他の身体犯　311件　36.9% 危険運転～交通事故　266件　31.6%

相談原因
犯罪名

相談者所在

03
強制性交等
（準含）

03-1
監護者
性交等

04
強制わいせつ
（準含）

04-1
監護者

わいせつ

05
その他の
性的被害

12
DV

13
ストーカー

14
虐待

17
その他

性暴力
総計 センター計

相談原因
犯罪名

相談者所在
01長崎市 258 27 275 1 128 48 92 17 177 1,023 1,356 01長崎市
02佐世保市 143 3 195 10 24 8 12 5 208 608 734 02佐世保市
03島原市 19 3 56 5 3 86 117 03島原市
04諫早市 23 39 11 11 15 5 104 154 04諫早市
05大村市 68 4 25 22 28 5 6 20 178 228 05大村市
06平戸市 9 2 11 22 06平戸市
07松浦市 5 1 5 1 12 26 07松浦市
08対馬市 1 6 1 4 12 23 08対馬市
09壱岐市 37 3 2 42 42 09壱岐市
10五島市 1 3 4 13 10五島市
11西海市 23 3 10 36 41 11西海市
12雲仙市 19 1 1 21 47 12雲仙市
13南島原市 20 1 21 34 13南島原市
14長与町 29 14 5 4 52 74 14長与町
15時津町 14 6 3 1 1 25 48 15時津町
16東彼杵町 2 2 5 16東彼杵町
17川棚町 5 5 7 17川棚町
18波佐見町 − − 18波佐見町
19小値賀町 6 6 6 19小値賀町
20佐々町 1 1 10 20佐々町
21新上五島町 1 1 2 8 21新上五島町
24長崎県内 14 2 12 3 14 22 67 76 24長崎県内
22 県外 49 11 19 1 14 2 5 28 129 189 22 県外
23 不明 20 2 13 17 2 1 38 93 123 23 不明
犯罪被害総計 760 58 666 15 241 126 134 35 505 2,540 3,383 犯罪被害総計
罪別相談割合 29.9% 2.3% 26.2% 0.6% 9.5% 5.0% 5.3% 1.4% 19.9% 性暴力被害比率 75.1%

強制性交等～監護者わいせつ　1,499件　59.0% H28・29年度統計の「強姦」など⇒「強制性交等（準含）」などに集約

（再掲）電話等相談者の男女区分（H28～R４年度）

51長崎犯罪被害者支援センターの活動実績等



H20年度　講演開始

開催市町 区分 学校名
年度
25 26 27 28 29 30 R1 R2 R3 R4 総計

01長崎市 中学校 長崎中学校 1 1 2
小島中学校 1 1
戸町中学校 1 1
土井首中学校 1 1 2
式見中学校 1 1
西泊中学校 1 1
丸尾中学校 1 1 1 1 4
緑が丘中学校 1 1
三重中学校 1 1
小江原中学校 1 1
橘中学校 1 1 2
三川中学校 1 1 2
伊王島中学校 1 1
野母崎中学校 1 1
神浦中学校 1 1 2
琴海中学校 1 1
海星中学校 1 1
南山中学校 1 1

中学校 集計 6 5 3 2 2 4 3 1 26
高校 長崎東高校 1 1

長崎鶴洋高校 1 1
鳴滝高校定時制夜間部 1 1
長崎商業高校 1 1
海星高校 1 1
活水高校 1 1 1 1 4
長崎玉成高校 1 1 2
長崎女子商業高校 1 1 2
聖母の騎士高校 1 1
瓊浦高校 1 1 2
長崎総科大学附属高校 1 1
こころ夢未来高等学院 1 1

高校 集計 1 4 2 1 1 2 4 2 1 18
大学 活水女子大学 1 1

長崎女子短大 1 1 2
大学 集計 1 1 1 3

01長崎市 集計 8 9 6 4 3 6 7 3 1 47
02佐世保市 中学校 三川内中学校 1 1 1 1 1 1 6

日宇中学校 1 1 1 1 1 1 1 1 8
山澄中学校 1 1
祇園中学校 1 1 2
愛宕中学校 2 2
日野中学校 1 1 1 1 4
相浦中学校 1 1 2
世知原中学校 1 1 2
鹿町中学校 1 1

中学校 集計 1 7 5 4 2 3 2 2 2 28
高校 佐世保工業高校定時制 1 1 2

鹿町工業高校 1 1
佐世保東翔高校 1 1
佐世保中央高校定時制 1 1
西海学園高校 1 1 2
九州文化学園高校 1 1

高校 集計 1 1 1 1 2 2 8
02佐世保市 集計 1 8 6 5 3 5 4 2 2 36

「命の大切さを培う」巡回学校講演　開催回数（平成25年度～令和４年度）2
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H20年度　講演開始

開催市町 区分 学校名
年度
25 26 27 28 29 30 R1 R2 R3 R4 総計

03島原市 中学校 第二中学校 1 1 2
第三中学校 1 1
三会中学校 1 1
有明中学校 1 1 1 3

中学校 集計 2 1 3 1 7
高校 島原高校定時制 1 1 2

島原農業高校 1 1
島原翔南高校 1 1
島原中央高校 1 1

高校 集計 1 2 2 5
03島原市 集計 3 3 5 1 12
04諫早市 中学校 北諫早中学校 1 1 2

有喜中学校 1 1 2
西諫早中学校 1 1
長田中学校 1 1
飯盛中学校 1 1

中学校 集計 1 1 1 2 1 1 7
高校 諫早高校定時制 1 1 2

西陵高校 1 1
諫早東高校 1 1
諫早商業高校 1 1 1 3
長崎日大高校 1 1 2
創成館高校 1 1

高校 集計 1 3 1 2 1 1 1 10
大学 長崎ウエスレヤン大学 1 1

04諫早市 集計 2 4 1 4 3 1 2 1 18
05大村市 中学校 玖島中学校 1 1

萱瀬中学校 1 1
郡中学校 1 1

中学校 集計 1 2 3
高校 大村城南高校 1 1

向陽高校 1 1
高校 集計 1 1 2

05大村市 集計 2 1 2 5
06平戸市 中学校 平戸中学校 1 1 2

中野中学校 1 1
中部中学校 1 1
度島小中学校 1 1

06平戸市 集計 1 2 1 1 5
07松浦市 中学校 御厨中学校 1 1

志佐中学校 1 1
調川中学校 1 1 2

07松浦市 集計 1 1 1 1 4
08対馬市 中学校 厳原中学校 1 1

佐須中学校 1 1
鶏知中学校 1 1
豊玉中学校 1 1

中学校 集計 1 1 2 4
高校 豊玉高校 1 1

08対馬市 集計 1 1 1 2 5
09壱岐市 中学校 郷ノ浦中学校 1 1 2

勝本中学校 1 1 2
中学校 集計 2 1 1 4

高校 壱岐高校 1 1
壱岐商業高校 1 1

高校 集計 2 2
09壱岐市 集計 2 3 1 6
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H20年度　講演開始

開催市町 区分 学校名
年度
25 26 27 28 29 30 R1 R2 R3 R4 総計

10五島市 中学校 福江中学校 1 1 2
三井楽中学校 1 1 2
岐宿中学校 1 1 2

中学校 集計 1 2 2 1 6
高校 五島高校定時制 1 1 2

五島南高校 1 1 2
奈留高校 1 1
五島海陽高校 1 1 2

高校 集計 2 1 2 1 1 7
10五島市 集計 2 1 1 2 4 2 1 13
11西海市 中学校 西彼中学校 1 1

神浦中学校 1 1
西海中学校 1 1
大瀬戸中学校 1 1

中学校 集計 1 1 1 1 4
高校 西彼農業高校 1 1

11西海市 集計 1 1 1 1 1 5
12雲仙市 中学校 瑞穂中学校 1 1

高校 小浜高校 1 1 2
12雲仙市 集計 1 1 1 3
13南島原市 中学校 加津佐中学校 1 1

西有家中学校 1 1
中学校 集計 1 1 2

高校 島原翔南高校 1 1
13南島原市 集計 2 1 3
14長与町 中学校 長与第二中学校 1 1 2
15時津町 特別支援学校 県立盲学校 1 1
16東彼杵町 中学校 千綿中学校 1 1
17川棚町 中学校 川棚中学校 1 1
20佐々町 中学校 佐々中学校 1 1 2
21新上五島町 中学校 若松中学校 1 1

上五島中学校 1 1
有川中学校 1 1

21新上五島町 集計 1 2 3
総計 20 25 27 18 15 23 22 5 9 8 172

開催年度 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 総計
開催校数 23 25 31 18 26 20 25 27 18 15 23 22 5 9 8 295校
聴講者数 8,357 10,484 11,116 4,378 8,713 4,813 8,475 8,576 5,515 3,546 5,493 5,209 450 2,211 1,860 89,196 

掲載の学校講演　172校　46,148名
講演学校数

区分
年度

総計
H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

中学校 15 16 20 8 19 13 16 16 12 10 16 13 1 7 6 188
高校 8 9 11 10 7 6 9 10 4 5 7 9 3 2 2 102
特別支援学校 1 1
大学 1 1 2 4

総計 23 25 31 18 26 20 25 27 18 15 23 22 5 9 8 295

聴講者数

区分
年度

総計
H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

中学校 4,321 5,052 4,594 2,051 5,736 3,460 4,806 4,068 2,506 2,488 3,782 1,960 67 1,387 1,055 47,333 
高校 4,036 5,432 6,522 2,327 2,977 1,331 3,669 4,348 2,599 1,058 1,711 3,249 372 824 805 41,260 
特別支援学校 11 11 
大学 22 160 410 592 

総計 8,357 10,484 11,116 4,378 8,713 4,813 8,475 8,576 5,515 3,546 5,493 5,209 450 2,211 1,860 89,196 
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回
数 年度 開催日 開催会場 構成 講師名

（敬称略）
講師職業等
（敬称略）

開催形態
（参加者）

1 H16 Ｈ16.10.3
（日）

ホテルニュー長崎 
地下1階 

「海鳳の間」

NPO法人犯罪被害者支援の会appui（アピュイ）講演（3名）

センター主催 
（200名超参加）

大村 満治
杉浦 純子
飯島 京子

交通犯罪被害者遺族
精神障害者の犯罪被害者
少年犯罪被害者の遺族

2 H17 Ｈ17.11.18
（金）

全日空ホテル
グラバーヒル 大久保 恵美子 被害者支援都民センター相談支援事務局長 

長崎県被害者支援
連絡協議会とセン
ターの共催

3 H20 Ｈ20.11.30
（日）

メルカつきまち 
ホール 三浦 宏文 東洋大学客員研究員、文学博士 センター主催

4 H21 Ｈ21.9.18
（金） セントヒル長崎

第1部 講　 　演 塩飽志郎弁護士：センター理事長
センター主催

第2部 演 奏 会 ギター／山口 修　　歌／山口 純子

5 H22 Ｈ22.9.11
（土）

県立大学 
シーボルト校 

大講義室

第1部 講　 　演 長崎県警察本部犯罪被害者支援室　
川原補佐

長崎県立大学・
センター共催 

（600名）第2部 小野田 寛郎 元陸軍少尉

6 H23 Ｈ23.9.3
（土）

長崎原爆資料館 
ホール

第1部 ライブ・
コンサート 女性アコースティックユニットPANSAKU センター主催 

（300名）
第2部 中村 まり子 在宅助産師

7 H24 Ｈ24.9.9
（土）

メルカつきまち 
長崎市市民生活 
プラザホール

第1部 ハンドベル
コンサート 活水中学・高等学校ハンドベル部（14名） センター主催 

（200名）
第2部 河野 義行 松本サリン事件

8 H24 H24.11.25
（日）

長崎文化放送 
NCC＆スタジオ

主催者あいさつ

杵淵 智行　（内閣府犯罪被害者等施策推進室長） 
田中 桂之助（長崎県副知事） 
入谷 誠　　（長崎県警察本部長） 
塩飽 志郎　（長崎犯罪被害者支援センター理事長）

「犯罪被害者週間」
国民のつどい 
長崎大会 
 
 
内閣府／長崎県／
長崎県警察／セン
ター主催 

（283名）

人形劇
「悲しみの果てに」　 
（糸あやつり人形劇団「クライシス」犯罪被
害者とその応援団　代表　林 良平）

基調講演
高橋 幸夫 

（精神科医、NPO法人おかやま犯罪被害者
サポート・ファミリーズ　副理事長）

パネル 
ディスカッション

コーディネーター：中野 明人（長崎短期大学教授） 
（パネリスト）
高橋 幸夫
前田 和明　（長崎犯罪被害者支援センター副理事長）
永岡 亜他子（福崎博教法律事務所弁護士） 
蒔田 豊　　（長崎県警察本部警務課犯罪被害者支援室長）

ハンドベル演奏会 長崎市立橘中学校ハンドベル部

9 H25 Ｈ26.2.9
（日） セントヒル長崎

第1部 ハンドベル
コンサート みのり園ハンドベルクワイア センター主催 

（170名）
第2部 宮元 篤紀 殺人事件被害者遺族

10 H26 Ｈ27.2.15
（日） セントヒル長崎

第1部 
（対談）

前川 希帆
中村 明夫

交通事故被害者
前川講師の高校在学時の音楽教諭 センター主催 

（200名）
第2部 吹奏楽

コンサート 県立佐世保東翔高等学校吹奏学部

犯罪被害者等支援講演会の開催状況（平成24年度～令和４年度）3
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回
数 年度 開催日 開催会場 構成 講師名

（敬称略）
講師職業等
（敬称略）

開催形態
（参加者）

11 H27 H27.11.23 
（月・祝日）

長崎原爆資料館 
ホール

第1部 ライブ・
コンサート

SENSAT!ONS
（学校教師（先生）5人編成のバンド） センター主催 

（300名） 
第2部 

（対談）
御手洗 恭二
中野 明人

殺人事件被害者遺族（毎日新聞社福岡本部）
九州文化学園　長崎短期大学教授（センター監事）

12 H28 H28.11.23 
（水・祝日） セントヒル長崎

第1部 小林 美佳 性暴力被害者
センター主催 

（200名）第2部 長崎居留地 
キッズコーラス

長崎市大浦小学校児童
（代表者　山口 昌子教諭）

13 H29 H29.10.22
（日） セントヒル長崎

第1部 桑原 宏樹 佐賀県警察本部生活安全人身安全・ 
少年課次席兼少年サポート副センター長 センター主催 

（160名）
第2部 ミニ・

コンサート 長崎県警察音楽隊５名

14 H30 H30.11.10
（土）

長崎原爆資料館 
ホール

第1部 入江 杏 世田谷一家殺人事件被害者遺族
センター主催 

（260名）第2部 ミニ・
コンサート 長崎県警察音楽隊６名

15 R1 R1.10.12
（土）

長崎原爆資料館 
ホール

第1部 岩城 順子 暴行傷害事件被害者遺族

長崎県犯罪被害者等
支援シンポジウム 
 
 
長崎県／長崎県警
察／センター主催 

（200名）

第2部 パネル 
ディスカッション

コーディネーター：センター前田理事長 
オブザーバー ：岩城 順子 

（パネリスト）
飯田 直樹（県弁護士会）
柴田 守　（長崎総科大学准教授） 
北平 辰実（県警犯罪被害者支援室長）　　　　

第3部 アンサンブル
コンサート 長崎大学吹奏楽部９名

16 R2 R2.11.18
（水）

メルカつきまち 
長崎市市民生活 
プラザホール

オープニング演奏 長崎県警察音楽隊８名

「犯罪被害者週間」
長崎大会 
 
 
警察庁／長崎県／
長崎県警察／セン
ター主催 

（100名）

主催者あいさつ

堀 誠司　警察庁長官官房審議官 
（犯罪被害者施策担当）

中村 法道（長崎県知事・代理 平田副知事）

早川 智之（長崎県警察本部長）

基調講演 前川 希帆（交通事故被害者：県立口加高校講師） 
中村 明夫（前川さん恩師：県立佐世保東翔高校教諭）

パネル 
ディスカッション

コーディネーター：センター前田理事長 
（パネリスト） 
前川 希帆
中村 明夫
飯田 直樹（県弁護士会弁護士） 
岩木 浩　（県警犯罪被害者支援室長）　　　　

17 R3 R3.11.20
（土） セントヒル長崎

オープニング演奏 長崎県警察音楽隊６名

長崎県警察／セン
ター／長崎県主催 

（110名）

主催者あいさつ 中村 亮　（長崎県警察本部長） 
前田 和明（長崎犯罪被害者支援センター理事長）

基調講演　宮元 篤紀 殺人事件被害者遺族

閉会あいさつ 貞方 学（県 県民生活環境部長）・代理 同部
（西 貴史次長）

18 R4 R4.11.23 
（水・祝日） セントヒル長崎

オープニング演奏 長崎県警察音楽隊8名

長崎県警察／セン
ター／長崎県主催 

（101名）

主催者あいさつ 中村 亮　（長崎県警察本部長） 
前田 和明（長崎犯罪被害者支援センター理事長）

基調講演　中谷 加代子 山口高専生殺害事件被害者遺族

閉会あいさつ 貞方 学（県 県民生活環境部長）・代理 （交通・
地域安全課 濵田 次則課長）
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自助グループ活動状況（H14.11月開始）

被害者支援員養成講座 開催状況

年度 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

開催回数 6 10 11 10 3 4 11 10 12

被害者・遺族 
参加者数 7名 1名 - - 2名 4名 7名 13名 19名

備　　考
第1回は佐世保市
で開催（H17.9.17）
1）佐世保会場２回
2）長 崎 会 場４回

長崎会場

1）自助Gメンバーへ
　アンケート調査 
2）H21.9月～ 
　佐世保会場を追加

H24.6月～ 
長崎・佐世保で
交互に毎月開催

年度 H14 H15 H16 H17 H18 H18～19 H19～20 H21 H22 H23 H24 H25

期　　数 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期 11期 12期

期　　間 11～3月 5～12月 5～3月 7～12月 5～12月 H19.1月～
H19.8月

H19.9月～
H20.6月 6～2月 6～12月 6～11月

受講者数 4名 4 7 3 8 18 10 9 6 10 6 15

認定者数 4名 4 7 3 3 8 10 4 6 9 5 11

第1期：11/2～3/22　H15.3.20 センター設立　

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 計 年度

13期 14期 15期 16期 17期 18期
コロナ
感染拡
大防止
のため
中止

19期 20期 20回 期　　数

6～11月 6月～12月 ー 期　　間

6 11 8 6 8 10 8 7 164名 受講者数

6 11 8 6 8 8 6 7 134名 認定者数

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 計 年度

12 12 12 12 12 12 7 1 3 160回 開催回数

- - 1名 - - - 5名 - 1名 60名 被害者・遺族 
参加者数

自助グループ開催
とは別に被害者双方
による面会交流会 

4回実施

自助グループ開催とは別に 
被害者双方による面会交流会 

7回実施

コロナでの中断期間 
1）R2.5月～8月 
2）R3.1月～3月 
3）R3.5月～R4.10月 
①R5.2月開催を中止

備　　考

自助グループ活動状況、被害者支援養成講座開催状況、広報活動4
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広報・啓発活動（10年間の主要広報）

センター活動紹介リーフレット等

広報項目 広報
時期 広報媒体 広報内容等 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

「命の大切さを培う」 
 巡回学校講演

4月・
10月 開催案内文書

各市町教育委員会、県内中学・
高校・特別支援学校への講演
案内（講演経費はセンター負担）

性暴力被害者支援 7月 携帯カード
県内中学・高校・特別支援学
校の全生徒へ配布（性暴力被
害の専用相談電話を掲載）

H28.4月性暴力被害者支援 
専用相談窓口

「サポートながさき」開設

被害者支援員養成
講座募集

1月 市町広報誌
養成講座開講の目的、期間、
応募要領3月 1）センターHP掲載 

2）報道機関へ情報提供

犯罪被害者等支援 
講演会開催 随 時 犯罪被害者等の講演 犯罪被害者週間における

広報・啓発活動

犯罪被害者週間 11月 街頭広報 横断幕、看板、幟旗掲示　
グッズ配布・募金活動

コロナウイルス感染
拡大防止のため中止

センター活動紹介

4月・
10月 センター広報誌 ４月（相談実績等）、

10月（予算、決算等） 年２回発行（４月・10月）

年 間

NBCラジオ 20秒CM/毎週２回・年144回、
60秒CM/年４回

バス車内放送 長崎・諫早・大村地区の県営
バス路線：3,000回/日

8月
～

デジタルサイネージ 県運転免許センターのモニター
画面２台

随 時 県警察音楽隊演奏会
JR長崎駅前広場における演奏
会への参加広報（看板、幟旗
掲示、グッズ配布）

性暴力被害相談窓口秘密
厳守

相談
無料

サポートながさき
095-895-8856

全国共通ナビダイヤル
0570-783-554

全国共通短縮ダイヤル
♯8891「はやくワン（ストップ）」

電話受付

電話受付

月～金９：00～17：00
（土・日・祝日、年末年始を除く）

毎日７：30～22：00
（12/29～1/3までを除く）

※上記日時以外は、コールセンターが対応します

※最寄りの性暴力被害相談窓口または
　コールセンターにつながります

24時間

性暴力被害にあったあなたへ

ひとりで悩んでいませんか？
秘密は守ります。安心してご相談ください。
性別・年令にかかわらず、どなたからのご相談もお受けします。
被害直後72時間以内に医療機関での受診をお勧めします。
あなたの心と体を守ることが、一番大切です。

メールでの相談 LINEでの相談
QR コードスキャン長崎犯罪被害者支援センター

長崎県公安委員会指定 犯罪被害者等早期援助団体
公益社団法人 性暴力被害相談専用
長崎犯罪被害者支援センター TEL 095-895-8856

長崎犯罪被害者支援センターは、
長崎県公安委員会指定

「犯罪被害者等早期援助団体」です。

　当センターは、平成24年11月15日、
長崎県公安委員会から被害者支援を適正
かつ確実に行うことができる、営利を目
的としない法人として、「犯罪被害者等
早期援助団体」に指定され公的認証を得
ております。
　被害にあわれた直後の被害者や遺族の
方々の多くは、事件・事故のショックに
より混乱状態に陥り、その後の日常生活
にも支障が出ることがあります。また、
被害状況等を繰り返し説明することは、
精神的にも負担となります。
　被害者の状況に応じ警察が支援を必要
と判断した場合には、被害者や遺族の
方々の同意を得て、援助に必要な情報の
提供を受けることができるようになりま
した。
　この連絡を受けた当センターでは、必
要な支援活動を行うため、被害者や遺族
の方々に連絡をとらせていただき、再び
平穏な生活を営むことができるように、
被害を受けたときから必要な支援を開始
します。
　なお、当センターの役職員には、守秘
義務がありますので、ご安心ください。
（犯罪被害者等給付金の支給等による犯
罪被害者等の支援に関する法律）

事
件
・
事
故
の
被
害
で
、
お
悩
み
の
方
へ…

ある日突然の出来事が、

今までの生活を、かえてしまった…

被害を受けたそのうえに、

ひとりで悩みや苦しみに耐えることは

とてもつらいことです

長崎犯罪被害者支援センターは、
犯罪被害にあわれた方や、そのご家族・ご遺族を

支援します。

長崎県公安委員会指定
犯罪被害者等早期援助団体
公益社団法人

長崎犯罪被害者支援センター
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長崎犯罪被害者支援センター  役員一覧（R5.3.31現在） 任期経過
による

役員選任

区分 職 役員名
（役員始期）

設立時
就任 就任 退任 退任 就任 退任 就任 退任 就任 退任

任
期
中

1 理事長 前田 和明
（H15.3.20就任）

理　事 理　事 副理事長 理事長
前田理事長

H15.3.20 H17.3.31 H17.8.5 H21.5.29 H27.6.5 任期中

2 副理事長 川添 志
（H17.8.5就任）

理　事 副理事長
川添副理事長

H17.8.5 H27.6.5 任期中

3 理　事 永田 吉朗
（H16.5.17就任）

理　事 理　事
永田理事

H16.5.17 H17.3.31 H17.8.5 任期中

4 理　事 松尾 整子
（H26.6.6就任）

理　事
松尾理事

H26.6.6 任期中

5 理　事 天本 俊太
（H27.6.5就任）

理　事
天本理事

H27.6.5 任期中

6 理　事 北爪 宏明
（H27.6.5就任）

理　事
北爪理事

H27.6.5 任期中

7 理　事 森 一朗
（R4.6.17就任）

理　事
森理事

R4.6.17 任期中

1 監　事 中野 明人
（H15.3.20就任）

監　事 監　事
中野監事

H15.3.20 H17.3.31 H17.8.5 任期中

退
任
・
辞
任
等

1 理事長
塩飽 志郎

（H15.3.20就任）
（H27.6.5退任）

理事長 理事長
塩飽理事長

退
任
・
辞
任
等

H15.3.20 H17.3.31 H17.8.5 H27.6.5

2 副理事長
太田 保之

（H15.3.20就任）
（H20.8.4辞任）

副理事長 副理事長
太田副理事長

H15.3.20 H17.3.31 H17.8.5 H20.8.4

3 副理事長
山本 泰子

（H15.3.20就任）
（H22.5.28辞任）

副理事長 副理事長
山本副理事長

H15.3.20 H17.3.31 H17.8.5 H22.5.28

4 副理事長
宮原 福子

（H22.5.28就任）
（H24.2.28辞任）

副理事長
宮原副理事長

H22.5.28 H24.2.28

5 理　事
河井 耕治

（H15.3.20就任）
（H20.8.4辞任）

理　事 理　事
河井理事

H15.3.20 H17.3.31 H17.8.5 H20.8.4

6 理　事
伊藤 みどり

（H15.3.20就任）
（H16.5.17辞任）

理　事
伊藤理事

H15.3.20 H16.5.17

7 理　事
岩永 眞智子

（H15.3.20就任）
（H16.5.17辞任）

理　事
岩永理事

H15.3.20 H16.5.17

8 理　事
永田 耕司

（H20.6.9就任）
（H27.6.5退任）

理　事
永田理事

H20.6.9 H27.6.5

9 理　事
大西 由紀子

（H21.5.29就任）
（H25.5.24退任）

理　事
大西理事

H21.5.29 H25.5.24

10 理　事
森 保博

（H15.3.20就任）
（R3.9.24死亡）

理　事 理　事 理　事
森理事

H15.3.20 H17.3.31 H17.8.5 H20.6.9 H25.5.24 R3.9.24

1 監　事
松永 公隆

（H15.3.20就任）
（H29.11.12辞任）

監　事 監　事
松永監事

H15.3.20 H17.3.31 H17.8.5 H29.11.12

区分 職 役員名
（役員始期）

設立時
就任 就任 退任 退任 就任 退任 就任 退任

センター役員名簿（設立時～令和４年度）5
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センター決算額の推移 ＜H25年度（公益法人会計基準通年適用年度）～ R4年度＞ 単位：円
県警委託当初契約額 5,259,000 5,409,000 5,409,000 5,409,000 5,409,000 5,409,000 5,459,000 5,462,000 5,462,000 5,462,000

性暴力委託当初契約額 10,632,672 9,290,872 8,679,561 8,553,655 8,457,169 9,978,211 12,560,224
委託契約額計 5,259,000 5,409,000 5,409,000 16,041,672 14,699,872 14,088,561 14,012,655 13,919,169 15,440,211 18,022,224 

　　　　　　　　年度
科目

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　1．経常増減の部
　（1）経常収益
　　受取会費 2,354,000 1,650,000 1,569,000 1,503,000 1,474,000 1,332,000 1,225,000 1,253,000 1,311,000 1,120,000 

正会員会費収入 110,000 140,000 155,000 210,000 172,000 153,000 161,000 166,000 163,000 153,000 
賛助会費収入（法人） 1,880,000 1,243,000 1,130,000 990,000 1,050,000 960,000 890,000 880,000 890,000 760,000 
賛助会費収入（個人） 364,000 267,000 284,000 303,000 252,000 219,000 174,000 207,000 258,000 207,000 

　　事業収益 0 0 0 0 0 0 0 420,296 698,826 850,620 
　　受取補助金等 5,259,000 5,409,000 5,409,000 12,665,105 11,737,452 11,189,301 11,303,779 12,585,261 13,301,802 16,371,324 

県受託費収入 5,259,000 5,409,000 5,409,000 12,665,105 11,737,452 11,189,301 11,303,779 12,585,261 13,301,802 16,371,324 
　　受取負担金 993,000 993,000 993,000 993,000 993,000 993,000 993,000 993,000 993,000 993,000 

市町負担金収入 993,000 993,000 993,000 993,000 993,000 993,000 993,000 993,000 993,000 993,000 
　　受取寄付金 11,185,404 11,135,485 10,929,640 10,974,207 9,651,091 9,795,784 7,178,535 7,411,344 7,437,506 7,931,834 

寄付金収入 11,185,404 11,135,485 10,929,640 10,974,207 9,651,091 9,795,784 7,178,535 7,411,344 7,437,506 7,931,834 
　　助成金収入 3,220,000 0 0 3,210,000 5,130,000 1,780,000 1,123,283 713,000 0 0 
　　雑収益 11,132 23,173 778 100 123 104 8,132 168 166 12,602 
経常収益計 23,022,536 19,210,658 18,901,418 29,345,412 28,985,666 25,090,189 21,831,729 23,376,069 23,742,300 27,279,380 

　　　　　　　　年度
科目

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

　（2）経常費用
　　事業費 18,203,359 13,328,196 13,104,001 22,316,353 24,224,624 19,564,933 17,216,914 19,477,218 19,612,393 22,802,168

給 料 手 当 6,562,403 8,004,802 6,830,540 11,598,756 11,837,248 10,470,808 9,360,335 11,329,382 12,121,752 14,321,275 
福利厚生費 710,119 540,510 726,411 1,310,379 1,301,970 1,210,938 1,083,291 1,327,556 1,316,589 1,801,032 
旅費交通費 1,126,487 1,772,658 1,235,452 1,167,365 1,083,847 932,334 667,725 343,645 235,632 517,412 
通信運搬費 545,302 379,085 511,226 577,518 660,046 678,986 641,328 663,530 675,067 722,951 
消 耗 品 費 1,994,284 959,652 1,438,254 1,911,106 1,937,849 2,036,851 1,289,909 1,167,532 989,087 859,146 
修 繕 費 0 0 0 113,616 0 0 0 0 0 0
印刷製本費 1,673,272 504,348 756,216 1,607,040 1,771,848 920,592 1,096,340 1,082,400 1,009,250 1,173,040 
光熱水道費 268,414 226,478 232,786 374,545 381,911 345,832 370,509 350,309 349,502 355,887 
賃 借 料 5,273 5,245 16,683 377,406 385,136 291,033 250,867 486,921 513,635 514,870 
諸 謝 金 225,105 237,638 285,459 357,850 336,600 386,400 298,495 185,075 436,925 458,925 
租 税 公 課 600 0 0 0 0 414,300 571,800 709,600 746,500 892,900 
会 議 費 282,595 331,404 220,183 196,846 92,583 40,908 23,819 4,557 12,324 16,000 
委 託 費 2,869,650 291,600 646,742 2,597,092 4,354,872 1,739,113 1,491,313 1,822,311 1,187,664 1,158,220 
支払手数料 10,015 34,992 58,608 37,170 23,274 20,492 29,486 4,400 5,542 5,830 
雑 費 840 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
渉 外 費 0 39,784 145,441 89,664 57,440 76,346 41,697 0 12,924 4,680 
返 還 金 1,929,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　管理費 7,129,830 5,803,852 5,453,849 5,167,734 5,193,749 4,925,915 4,134,254 3,740,192 3,801,958 3,644,923
給 料 手 当 3,641,055 2,753,373 3,058,000 2,845,931 2,925,431 2,537,844 1,747,740 1,728,580 1,728,580 1,728,580 
福利厚生費 498,495 838,856 508,434 566,724 597,920 544,463 342,853 381,570 349,979 440,771 
旅費交通費 135,550 61,510 51,711 58,435 152,681 47,703 236,994 10,990 29,164 12,830 
通信運搬費 113,784 58,360 121,030 100,723 137,208 169,139 156,976 163,085 154,031 131,133 
減価償却費 295,984 272,014 305,991 216,100 195,948 204,674 249,487 199,087 170,559 140,471 
消 耗 品 費 758,986 603,857 329,216 405,547 256,923 338,560 275,562 291,340 419,994 310,597 
修 繕 費 0 0 0 0 0 0 65,847 0 0 0 
印刷製本費 4,000 27,704 27,648 34,560 0 3,456 0 3,520 0 5,500 
光熱水道費 157,542 189,413 136,053 17,188 17,104 20,889 118,588 7,719 5,186 7,946 
賃 借 料 154,350 176,400 197,136 176,400 176,400 214,284 201,714 208,304 206,624 206,624 
諸 謝 金 4,950 5,238 0 11,137 0 0 11,137 0 0 0 
租 税 公 課 2,900 73,300 76,000 73,500 73,200 186,900 73,800 73,050 74,350 72,000 
支払負担金 166,000 134,020 100,000 100,000 100,000 100,000 100,000 100,000 100,000 100,000 
委 託 費 1,077,356 495,735 412,451 418,653 437,592 451,647 437,605 512,347 503,309 427,770 
支払手数料 77,949 60,332 68,961 58,216 50,432 57,106 58,501 60,600 60,182 60,701 
会 議 費 35,678 53,740 61,218 84,620 72,910 49,250 57,450 0 0 0 
雑 費 5,251 0 0 0 0 0 0 0 0 0

経常費用計 25,333,189 19,132,048 18,557,850 27,484,087 29,418,373 24,490,848 21,351,168 23,217,410 23,414,351 26,447,091
　評価損調整前当期経常増減額 △ 2,310,653 78,610 343,568 1,861,325 △ 432,707 599,341 480,561 158,659 327,949 832,289
　評価損益等計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　当期経常増減額 △ 2,310,653 78,610 343,568 1,861,325 △ 432,707 599,341 480,561 158,659 327,949 832,289
　２．経常外増減の部
　（1） 経常外収益

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
　（2） 経常外費用

固定資産減損損失 0 0 141,888 0 0 0 0 0 4 0
経常外費用計 0 0 141,888 0 0 0 0 0 4 0
当期経常外増減額 0 0 △ 141,888 0 0 0 0 0 △ 4 0

　当期一般正味財産増減額 △ 2,310,653 78,610 201,680 1,861,325 △ 432,707 599,341 480,561 158,659 327,945 832,289
　一般正味財産期首残高 3,500,539 1,189,886 1,268,496 1,470,176 3,331,501 2,898,794 3,498,135 3,978,696 4,137,355 4,465,300
　一般正味財産期末残高 1,189,886 1,268,496 1,470,176 3,331,501 2,898,794 3,498,135 3,978,696 4,137,355 4,465,300 5,297,589
Ⅱ  指定正味財産増減の部
　　　　　受取寄付金 0 0 0 0 1,000,000 1,000,000 3,500,000 2,400,000 2,100,000 1,500,000

当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 1,000,000 1,000,000 3,500,000 2,400,000 2,100,000 1,500,000
指定正味財産期首残高 0 0 0 0 0 1,000,000 2,000,000 5,500,000 7,900,000 10,000,000
指定正味財産期末残高 0 0 0 0 1,000,000 2,000,000 5,500,000 7,900,000 10,000,000 11,500,000

Ⅲ  正味財産期末残高 1,189,886 1,268,496 1,470,176 3,331,501 3,898,794 5,498,135 9,478,696 12,037,355 14,465,300 16,797,589

決算額の推移（平成25年度～令和４年度）6
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年度 番号 法人 区分 開催年月日 場所 審議事項 備　考

平成
14 1 設立総会 H15・3・20

［設立総会］ 出島農協会館7Ｆ
設立趣旨・ＮＰＯ法人確認・定款・役員名簿・
活動方針
Ｈ15・H16年度事業計画及び収支予算・その他

15 2 NPO 理事会 Ｈ16・2・24 県警本部会議室 旅費及び謝金規程

16 3 NPO 理事会 Ｈ16・4・13 県警本部会議室

Ｈ15年度事業及び決算報告
Ｈ16年度事業計画及び予算案
役員の変更等
H15年度の被害者支援推進（補助金）事業の実績報告等

理事辞任・就任

16 4 NPO 理事会 Ｈ16・5・12 持ち回り
決算承認
予算案承認
Ｈ16年度補助事業案承認

16 5 NPO ①通常総会 H16・5・17
（16：00～17：00）

全日空グラバーヒル
H15年度事業報告及び決算報告
H16年度事業計画及び予算案
役員の変更 理事辞任・就任

16 6 NPO 理事会 Ｈ16・5・17
（17：00開会）

全日空グラバーヒル 事務処理細則の制定
定款57条の規定によるセン
ター運営の基準を定め、適正
な事務推進を図る。

16 7 NPO 理事会 Ｈ17・1・31 県弁護士会会議室
Ｈ16年度予算支出超過承認
Ｈ16年度予備費支出承認

17 8 NPO ①理事会 Ｈ17・4・1 県警支援室

Ｈ17年度通常総会議題承認
常勤事務職員採用の承認
事務処理細則の改定 毎週火曜日の13時～16時を

電話相談日として追加

17 9 NPO ②理事会 Ｈ17・4・14 県警支援室

Ｈ16年度予算支出超過及び予備費支出の承認
H16年度事業報告及び決算報告
H17年度事業計画及び予算案
センター今後の事務局体制（報告事項） 事務局長１名、事務職員１名

臨時職員１名

17 10 NPO ③理事会 H17・5・27
（15：20開会）

全日空グラバーヒル

H16年度決算報告
H17年度事業計画及び予算
正会員入会承認
面接相談の提案（報告事項）

入会１名

17 11 NPO ②通常総会 H17.5.27
（15：40開会）

全日空グラバーヒル

H16年度事業報告及び決算報告
H17年度事業計画及び予算案
新理事の追加
定款変更（第５条事業）
理事６名の任期満了に伴う改選
H17年度補助事業案（報告・協議）

理事１名就任

第５条第３・４項を追加

理事６名重任承認

17 12 NPO ④理事会 H17・5・27
（16：00開会）

全日空グラバーヒル 理事長及び副理事長の互選 重任承認

17 13 NPO 臨時総会 H17・8・5 河井耕治
法律事務所

H16年度事業報告及び決算報告
H17年度事業計画および予算案
理事及び監事の選任
定款の変更
H17年度補助事業計画案（報告協議事項）

H17.3.31で役員の任期満了
であったことから、H17.5.27
の通常総会の審議議案は無効
となる。
よって、臨時総会により再度
審議し、役員任期の伸長規定
追加の定款変更も行う。

17 14 NPO ⑤理事会 H17・8・5 持ち回り 理事長及び副理事長の互選　　　　　　　　　
（H17.8.5臨時総会における役員改選）

17 15 NPO ⑥理事会 H17・9・28 センター事務室

センター事務所移転
正会員入会希望者の入会承認
事務局長代理の承認

「犯罪被害者等早期援助団体」指定に向けての　
プロジェクトチーム体制（報告事項）
第５期電話相談員の公募（報告事項）

H17.10.1上町から万才町へ移転

法人１、個人３名

理事会・総会開催状況（設立時～令和４年度）7
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年度 番号 法人 区分 開催年月日 場所 審議事項 備　考

17 16 NPO ⑦理事会 H18・3・29 センター事務室

H17年度予算支出超過及び予備費の支出承認
H18年度事業計画及び予算案
常勤事務職員の休日（事務処理細則）の改定承認 常勤職員の休日（木、日、祝）

⇒土、日、祝

18 17 NPO ①理事会 H18・4・28 センター事務室
H17年度事業及び決算報告
H18年度通常総会議題承認
相談員・専門家役員に対する経費等の取扱い

18 18 NPO ③通常総会 H18・5・26 全日空グラバーヒル
H17年度事業報告及び決算報告
H18年度事業計画及び予算案

18 19 NPO ②理事会 H18・9・4 センター事務室
常勤相談員の設置
早期援助団体指定に向けての体制作り

H19年度予算に係る県及び市
町村等への補助金要請依頼に
関連して、常勤相談員２名を
配置する。

18 20 NPO ③理事会 H19・3・27 メルカ築町５Ｆ

Ｈ19年度事業計画及び予算案承認
電話相談開催日・開催時間の追加承認
組織体制及び常勤事務局長の採用

電話相談日：火・土⇒火～土
の10時～16時に変更

常勤相談員の採用１名火～土
週30時間勤務

19 21 NPO ①理事会 H19.4.24 センター事務室

Ｈ18年度事業及び決算報告
Ｈ19年度通常総会議題承認
事務処理細則第４条（事務局長）の変更 事務処理細則の「事務局長は

理事をもって充てる」の対象
範囲を拡大について、今後の
検討課題とすることとなった。

19 22 NPO ④通常総会 H19・5・25
（16：00～17：50）

全日空グラバーヒル

平成18年度事業報告及び決算報告
H19年度事業計画及び予算案
理事・監事の選任（全理事・監事重任）
会費の変更

会費の変更
正会員：1口 5,000円
賛助会員：個人 1口 3,000円
賛助会員：団体 1口 10,000円

19 23 NPO ②理事会 H19.5.25 全日空グラバーヒル 理事長及び副理事長の互選

19 24 NPO ③理事会 H20.2.26 センター事務室
事務局長選任の承認
非常勤報酬の日額決定

常勤事務局長

４月から雇用する新規非常勤
職員の日額を5,000円

19 25 NPO ④理事会 H20.3.25 センター事務室
H19年度予算支出超過及び予備費の支出承認
H20年度事業計画及び収支予算

20 26 NPO ①理事会 H20.5.8 センター事務室
H19年度事業及び決算報告
H20年度通常総会議題の承認

20 27 NPO ⑤通常総会 H20・5・30 全日空グラバーヒル
H19年度事業報告及び決算報告
H20年度事業計画及び予算案
理事の選任 退任理事１名、新任理事１名

20 28 NPO 臨時理事会 H20.8.12 センター事務室

事務所所在地の変更
定款変更に伴う総会の開催

「犯罪被害者等早期援助団体」の指定申請に伴う、
定款諸規定の見直し

H20.8.10万才町から大黒町へ移転

犯給法の改正（H20.7.1）に
よる定款の変更

20 29 NPO 臨時総会 H20・8・25 センター会議室
定款変更
その他報告事項（規程等の改正要旨）

犯給法の改正（H20.7.1）
による定款の変更
早期援助団体の指定申請に
伴う変更

20 30 NPO ②理事会 H21.3.26 センター事務室
Ｈ21年度事業計画及び収支予算
Ｈ20年度予算支出超過及び予備費の支出の承認

21 31 NPO ①理事会 H21.5.8 センター事務室
H20年度事業報告並びに収支決算書（案）
Ｈ21年度第６回通常総会議題承認
理事の選任、重任（報告事項）

H21.8.5付辞任
副理事長１名、理事１名。
後任：副理事長１名、
理事１名選任

21 32 NPO ⑥通常総会 H21.5.29
（16：00～17：00）

セントヒル長崎

H20年度事業報告及び決算報告
Ｈ21年度事業計画及び予算案
理事の選任並びに変更（理事１名増員）

理事の就任期間を統一のため
理事全員の辞任８名と就任７
名。（理事１名の後任なし）
H21.5.29 理事会開催、理事
長１名、副理事長２名選定⇒
同日の総会にて承認。

21 33 NPO 臨時理事会 H21.5.29
（17：00開会）

セントヒル長崎 代表理事（理事長）１名並びに副代表理事（副
理事長）１名の選任
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年度 番号 法人 区分 開催年月日 場所 審議事項 備　考

21 34 NPO ②理事会 H21.8.25 センター事務室
寄付金の受け入れ（贖罪寄付）
募金箱の設置

21 35 NPO ③理事会 H22.3.23 センター事務室 Ｈ22年度事業計画並びに収支予算書

22 36 NPO 臨時理事会 H22.4.12 持ち回り 相談・支援班運用規程の見直し
電話相談日の変更
火～土⇒月～金
　　（ただし第２週は月～土）

22 37 NPO ①理事会 H22.5.6 センター事務室
Ｈ21年度事業報告並びに決算報告
第７回通常総会へ提出議案の承認
その他報告協議事項

22 38 NPO ②理事会 H22.5.28
（15：30開会）

セントヒル長崎
Ｈ22年度事業計画並びに収支予算書（案）の修正
第７回通常総会へ提出の議案の承認
その他報告事項

22 39 NPO ⑦通常総会 H22.5.28
（16：00～16：55）

セントヒル長崎

Ｈ21年度事業報告及び決算報告
Ｈ22年度事業計画及び予算案
理事の選任
報告事項

理事１名の選任

日本財団助成金がH21年度で終了

22 40 NPO ③理事会 H23.3.22 センター事務室

センター事務職員の採用
H23年度事業計画並びに収支予算書（案）
法人組織の移行
第８回通常総会へ提出の議案の承認

公益社団法人への移行を検討
している旨説明し、承認された。

23 41 NPO ①理事会 H23.5.10 センター事務室

平成22年度事業報告並びに収支決算報告
第８回通常総会へ提出の議案
正会員の入会
その他（法人組織の移行）

公益法人認定計画について、
事務局より説明

23 42 NPO ②理事会 H23.5.27
（15：00開会）

センター事務室

第８回通常総会への提出議案について
その他（ニュースレターの名称募集）

（法人組織の移行）
移行計画への説明を行い、第
１回の一般社団法人設立準備
総会を6/28の16：30から開催
予定を説明。

23 43 NPO ⑧通常総会 H23.5.27
（16：00～17：25）

セントヒル長崎

Ｈ22年度事業報告並びに収支決算報告
H23年度事業計画並びに収支予算書（案）
法人組織の移行
その他の報告事項

（法人組織移行）
6/28に一般社団法人設立準
備総会を開催する旨説明。

23 44 一社
一般社団
設立準備

総会
H23.6.28 センター会議室

設立趣旨承認の件
社員確認の件
役員選任の件
役員名簿
設立代表理事の件
設立法人の所在の件
定款承認の件
今後の活動方針の件
事業計画
公印の作製

（設立趣意書）
・・・今回の法人組織の移行
につきましては、民間の立場
で支援活動している当セン
ターに対する、地域社会の理
解、被害者支援の輪の広がり、
支援活動の充実を図るため、
・・・・・・・以上のような
趣旨で今回、一般社団法人を
設立し、併せて公益社団法人
への移行を目指すものであり
ます。

23 45 NPO 臨時総会 H23.8.23 センター会議室
役員の選任（重任）
その他

23 46 NPO NPO
③理事会

H24.3.22
（16：00～16：30）

センター会議室

公益社団法人への移行に向けての解散準備等
平成24年度事業計画並びに収支予算書（案）

現在のセンター事業活動は引
き続き一般社団法人長崎犯罪
被害者支援センターで行う、
特定非営利法人の残余財産は、
一般社団法人へ剰余できない
が公益社団法人への譲与が可
能であるので、センターが公
益認定された後に解散する。

（解散から、閉鎖、清算結了
までの流れを報告し、総会に
付議することを説明）

23 47 一社 一般社団
臨時総会

H24.3.22
（16：30～17：20）

センター事務室

定款の変更　　　　　　　　　　　　　　　　　　
業務執行のための、各種規則、規程の整備
事務職員の採用
H24年度事業計画並びに収支予算（案）
会費規則の一部変更

NPO職員の引継採用、
採用１名

会費の公益目的50%以上、
法人事業30%以上を充当
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年度 番号 法人 区分 開催年月日 場所 審議事項 備　考

24 48 NPO ①理事会 H24.5.8
（15：30～16：30）

センター会議室

平成23年度事業報告並びに収支決算
第９回総会提出議題
NPO法人の解散等

　本年４月１日から事業活動
を一般社団へ引継ぎ実施して
もらうことになり、併せて公
益法人の認定の手続き申請を
進めている。
　NPOの残余財産は、公益
認定を受けた後でNPO法人
を解散する。清算人を塩飽理
事長とする。

24 49 一社 一般社団
①理事会

H24.5.8
（16：30～17：00）

センター会議室
H23年度事業報告並びに収支決算
第１回通常総会の開催
その他

24 50 一社 一般社団
②理事会

H24.5.25
（15：20～15：30）

セントヒル長崎
H23年度事業報告並びに収支決算
第１回通常総会の開催
その他

24 51 一社 一般社団
定時総会

H24.5.25
（15：30～15：50）

セントヒル長崎
H23年度事業報告並びに収支決算
H24年度事業計画並びに収支予算（案）
その他報告

24 52 一社 一般社団
③理事会

H24.9.27
（15：00～15：30）

センター会議室

公益認定に伴う定款の変更
公益認定に伴う規則・規程・要綱の変更
法人名称の変更
H24年度期中の事業計画並びに収支予算
その他

H24年度臨時総会提出議題

24 53 一社 一般社団
臨時総会

H24.9.27
（15：30～16：00）

センター会議室

公益認定に伴う定款の変更
公益認定に伴う規則・規程・要綱の変更
法人名称の変更
平成24年度期中の事業計画並びに収支予算
その他

24 54 NPO NPO
臨時総会

H24.9.27
（16：30～16：50）

センター会議室

特定非営利活動法人の解散に伴う諸手続き
有形固定資産（減価償却資産）の公益社団法人へ
の引き渡し

　 公 益 社 団 法 人 の 認 定
（H24.10.1）を条件にNPO法
人を解散する。
　残余財産は公益社団法人長
崎犯罪被害者支援センターに
譲渡予定。
　理事全員を清算人とする。

24 55 公益 公益社団
①理事会

H24.11.14
（16：10～16：35）

センター会議室
H24年度事業報告並びに収支決算
事業規則の一部変更

H24.4.1〜H24.9.30

24 56 公益 公益社団
定時総会

H24.11.14
（16：40～17：10）

センター会議室
H24年度事業報告並びに収支決算
その他

H24.4.1〜H24.9.30

24 57 NPO 臨時総会 H25.1.22 センター会議室
清算結了に伴う残余財産の譲与の報告

（清算事務決算報告H24.4.1〜H25.1.22）

3,024,830円（債権・債務）を
H25.1.16 （公社）長崎犯罪被
害者支援センターへ譲渡

24 58 公益 ②理事会 H25.3.26 センター会議室 H25年度事業計画及びH25年度収支予算書

25 59 公益 ①理事会 H25.5.24
（15：00～15：35）

セントヒル長崎
H24年度事業報告並びに決算報告
H25年度事業計画書（案）及び収支予算書（案）
役員改選

H24.10.1〜H25.3.31

25 60 公益 定時総会 H25.5.24
（16：00～16：45）

セントヒル長崎
H24年度事業報告及び決算報告
H25年度事業計画及び収支予算
役員改選

H24.10.1〜H25.3.31

25 61 公益 ②理事会 H25.5.24
（16：50～17：00）

センター会議室 理事長及び副理事長の選定

25 62 公益 ③理事会 H26.3.25 センター会議室
平成26年度事業計画書及び平成26年度収支予算書
相談・支援班運用規程の一部変更 電話相談日の「第２土曜日」を廃止

26 63 公益 ①理事会 H26.5.20 センター会議室
定時総会の日時及び場所の決定
定時総会の議事に付すべき事項の決定

26 64 公益 定時総会 H26.6.6 センター会議室
H25年度事業報告及び決算報告
役員の選任
平成26年度事業計画及び収支予算（報告事項）

松尾理事就任（増員）

26 65 公益 ②理事会 H26.7.22 センター会議室
就業規則の変更
職員の採用

定年年令の引き上げ　　　
（65才⇒67才）
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年度 番号 法人 区分 開催年月日 場所 審議事項 備　考

26 66 公益 ③理事会 H26.10.28 センター会議室 事務局職員の採用 事務局長採用

26 67 公益 ④理事会 H27.3.24 センター会議室
H27年度事業計画並びに収支予算書
事務局職員の継続雇用
理事長の職務執行状況報告

27 68 公益 ①理事会 H27.5.12 センター会議室
平成26年度事業報告並びに収支決算
平成27年度定時総会の招集等に関する事項等
理事長の職務執行状況報告

27 69 公益 定時総会 H27.6.5 セントヒル長崎

平成26年度事業報告
平成26年度収支決算
定款の変更（増員理事の任期合わせ）

役員の選任について（任期満了による改選）
平成27年度事業計画及び収支予算報告

塩飽理事（理事長）：退任

理事１名退任

理事１名：辞任・就任（任期
合わせ）

理事２名就任

その他の役員：重任

27 70 公益 ②理事会 H27.6.5 セントヒル長崎 理事長及び副理事長の選定 前田理事長、川添副理事長を
選定

27 71 公益 ③理事会 H27.10.27 センター会議室 性暴力被害者支援業務の受託要請 長崎県からの受託要請を可決

27 72 公益 ④理事会 H28.1.26 センター会議室
相談・支援班運用規程の一部改正

事務局職員の採用

性暴力被害者支援の業務受託
による電話相談時間の変更
10：00～16：00⇒9：30～17：00

採用2名（後任者、新規採用）

27 73 公益 ⑤理事会 H28.3.22 センター会議室

平成27年度事業計画書並びに収支予算書
就業規則の一部変更
事業規則の一部変更
非常勤任用規程の一部変更
事務局職員の採用について
理事長の職務の執行状況報告

性暴力被害者支援業務受託に伴う改正

性暴力被害者支援業務受託に伴う改正

性暴力被害者支援業務受託に伴う改正

ファンドレージング担当１名の採用

28 74 公益 ①理事会 H28.5.24 センター会議室
平成27年度事業報告並びに収支決算
平成28年度定時総会の招集等に関する事項
理事長の職務執行状況報告

28 75 公益 定時総会 H28.6.10 セントヒル長崎
平成27年度事業報告
平成27年度収支決算
平成28年度事業計画並びに収支予算報告

28 76 公益 ②理事会 H29.1.24 センター会議室 事務局職員の雇用
継続雇用２名
電話相談員１名採用（非常勤）

28 77 公益 ③理事会 H29.3.28 センター会議室
平成29年度事業計画並びに収支予算書
理事長の職務執行状況報告

29 78 公益 ①理事会 H29.5.23 センター会議室
平成28年度事業報告並びに収支決算
平成29年度定時総会の招集等に関する事項
理事長の職務執行状況報告

29 79 公益 定時総会 H29.6.9 セントヒル長崎

平成28年度事業報告
平成28年度収支決算
役員の選任
平成29年度事業計画並びに収支予算報告

理事７名、監事２名：再任

29 80 公益 ②理事会 H29.6.9 セントヒル長崎 理事長及び副理事長の選定 前田理事長、川添副理事長を
選定

29 81 公益
②理事会

※理事会の回
　数を誤った。

H30.1.15 決議の省略
「長崎県犯罪被害者等支援条例」の制定を求め
る要望書の提出
事務局員の雇用

長崎県知事、長崎県議会議長
へ要望

29 82 公益 ③理事会 H30.3.20 センター会議室
平成30年度事業計画
平成30年度収支予算書
理事長の職務執行状況報告

30 83 公益 ①理事会 H30.5.29 センター会議室
平成29年度事業報告並びに収支決算
平成30年度定時総会の招集等に関する事項
理事長の職務執行状況報告

30 84 公益 定時総会 H30.6.15 セントヒル長崎
平成29年度事業報告
平成29年度収支決算
平成30年度事業計画並びに収支予算報告
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年度 番号 法人 区分 開催年月日 場所 審議事項 備　考

30 85 公益 ②理事会 H31.3.26 センター会議室
平成31年度事業計画書並びに収支予算書
事務局職員の継続雇用
理事長の職務の執行状況報告

令元 86 公益 ①理事会 R1.5.21 センター会議室
平成30年度事業報告並びに収支決算
令和元年度定時総会の招集等に関する事項
理事長の職務執行状況報告

令元 87 公益 定時総会 R1.6.14 セントヒル長崎

平成30年度事業報告
平成30年度収支決算
役員の選任
平成31年度事業計画並びに収支予算報告

理事７名、監事１名：再任

令元 88 公益 ②理事会 R1.6.14 セントヒル長崎 理事長及び副理事長の選定 前田理事長、川添副理事長を
選定

令元 89 公益 ③理事会 R1.12.3 決議の省略
相談・支援班運用規程の一部変更
就業規則の一部変更
役員等の選任に関する規則の一部変更

法律制定による規程等の変更
（成年被後見人等に係る欠格
条項の改正）

令元 90 公益 ④理事会 R2.3.24 センター会議室

令和２年度事業計画書並びに収支予算書
相談・支援班運用規程の一部改正
就業規則の一部改正
事務局長の継続雇用
理事長の職務執行状況報告

被害者支援員の年齢制限緩和

年次有給休暇の付与日数改正

令2 91 公益 ①理事会 R2.5.18 決議の省略
令和元年度事業報告並びに収支決算
令和２年度定時総会の招集等に関する事項
理事等の職務執行状況報告

コロナ禍による決議対応

令2 92 公益 定時総会 R2.6.18 センター会議室
令和元年度事業報告
令和元年度収支決算
令和２年度年度事業計画並びに収支予算報告

コロナ感染防止のため
理事長、正会員２名（事務局員）
出席。他は委任状徴取

令2 93 公益 ②理事会 R3.3.23 センター会議室
令和３年度事業計画書並びに収支予算書
事務局職員の継続雇用
理事長の職務の執行状況報告

令3 94 公益 ①理事会 R3.5.25 センター会議室
令和２年度事業報告並びに収支決算
令和３年度定時総会の招集等に関する事項
理事長の職務執行状況報告

令3 95 公益 定時総会 R3.6.11 センター会議室

令和２年度事業報告
令和２年度収支決算
役員の選任
令和３年度事業計画並びに収支予算報告

コロナ感染防止のため
理事長、正会員５名（事務局員）
出席。他は議決権行使書徴取

理事７名、監事２名：再任

令3 96 公益 ②理事会 R3.6.11 決議の省略 理事長及び副理事長の選定 前田理事長、川添理事長を選定

令3 97 公益 ③理事会 R4.3.7 決議の省略

令和４年度事業計画並びに収支予算書
事業規則の一部を改正する規則
就業規則の一部を改正する規則
相談・支援班運用規程の一部を改正する規程
理事長の職務執行状況報告

内閣府夜間休日コールセンター対応

同上

職名の修正

令4 98 公益 ①理事会 R4.5.24 センター会議室
（Web理事会）

令和３年度事業報告並びに収支決算
令和４年度収支補正予算書（第１号）
契約の締結
正会員の入会
令和４年度定時総会の招集等に関する事項
理事長の職務執行状況報告

理事長出席、Web出席（理事５名）

債務負担の追加

センター設立20周年記念誌 印刷契約

２名（森、出口）

令4 99 公益 定時総会 R4.6.17 センター会議室

令和３年度事業報告
令和３年度収支決算
役員の選任
令和４年度収支予算及び事業計画報告

コロナ感染防止のため
理事長、正会員３名（事務局員）
出席。他は議決権行使書徴取
森理事選任（欠員補充）

令4 100 公益 ②理事会 R4.7.5 決議の省略 直接支援実施要綱の一部変更
刑法改正（H29.6.23公布、
同年7.13施行）による罪名改
正等

令4 101 公益 ③理事会 R5.3.28 センター会議室
令和５年度事業計画並びに収支予算書
事務局職員の継続雇用
理事長の職務執行状況報告
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【募金箱】　総額　78,616円　　【ホンデリング】　総額　17,927円

寄付者名簿（令和５年３月現在）8

〈正会員・団体、個人〉
（医）伴帥会愛野記念病院 北爪　 宏明 竹山 　和代 永田　 吉朗 蒔田　 　豊

飯田　 直樹 木下 　達夫 谷口　 栄子 中野　 明人 松尾 　整子

大塚　 俊弘 坂谷　 朝男 （株）チョープロ 長谷川　 宏 森　　 一朗

小栗 万里子 嶋田　 英生 釣船　 崇仁 本田　 龍一 森崎 　正幸

川添　 　志 塩飽　 志郎 出口 　直美 前田　 和明 山口 　佳英

〈賛助会員・個人〉
新　 　辰也 大西 由紀子 佐藤 　公泰 濱田　 博之 村上　 和代

飯田 由紀子 小野 由利子 下山 　高生 平山 由美子 八木　 義明

井石　 哲哉 鍵原　 行雄 千住　 　晋 渕　　 澄雄 山口 　克彦

糸瀬 　　永 川波 　寿雄 曽場尾 雅宏 古川　 久美 山口　 千樹

今井　 悠人 川村 　修平 橘　 　英雄 本多　 真二 山中 　修二

岩木　 　浩 國弘　 達夫 中村 　冬樹 松尾　 紀子 吉原 　博之

浦　　 一秀 伊藤　 　岳 森川　 俊一 牟田 　幹久 劉　 　済昌

〈寄　　付〉
愛育小児科医院　田中　司 佐世保地区防犯協会 滑石まごころクリニック　森川　俊一

飯田直樹法律事務所　弁護士　飯田　直樹 庄﨑　久美子 にのみや歯科　二宮　秀則

岩本　　茜 下山　高生 渕　　澄雄

株式会社エムエスケイ 白壁外科医院　院長　白壁　勝哉 本多　　朗

江良　　修 すずき矯正歯科　鈴木　弘之 宮下　直樹

大坪整形外科　大坪　義昌 （医）友愛会田川療養所 宮田　雄吾

小野　由利子 千々岩　博文 みやむら女性のクリニック　宮村　泰豪

岡村　真理 （財）長崎県警察職員互助会 むたクリニック　牟田　幹久

北爪　宏明 長崎市遊技場組合 山形　雅宏

佐世保市警察官友の会 長崎地区警察官友の会 山口　謙二

〈賛助会員・団体〉
（医）愛健会 川棚地区警察官友の会 （株）七福商会 （医）七久会

壱岐地区警察官友の会 （医）きたやま泌尿器科医院 （医）清潮会三和中央病院 （福）南高愛隣会

諫早市警察官友の会 （株）橘髙 島原市警察官友の会 （税）波多野アンドパートナーズ会計事務所

諫早市暴力追放運動推進協議会 九州液化瓦斯福島基地（株） （株）親和テクノ （医）康仁会林医院

諫早商工会議所 （医）協治会 （医）保善会田上病院 （株）張本創研

（医）栄和会泉川病院 （医）創平会くりや内科医院 長崎魚市（株） （株）平安閣

（医）ウイング 後藤運輸（株） チョーコー醤油（株） （医）牧山医院

（株）ウヱノ安全協議会 五島市警察官友の会 （一社）長崎県医師会 松浦地区警察官友の会

浦上地区金融機関防犯協会 （一社）五島市交通安全協会 長崎県警友会連合会 （株）丸政水産

浦上地区職域生活安全協議会 （株）西海建設 （一財）長崎県交通安全協会 （医）佐世保晩翠会村上病院

雲仙市警察官友の会 西部ガス長崎（株） （一社）長崎県歯科医師会 （株）メモリード

大村地区警察官友の会 佐世保卸団地協同組合 長崎船舶装備（株） （医）安永産婦人科医院

オックス総合リース（有） （医）誠愛会佐世保記念病院 長崎電気軌道（株） 吉川建設（株）

（医）おの小児科 佐世保市タクシー協会 長崎放送（株） （有）リサーチ長崎

（医）医理会柿添病院 （医）白十字会佐世保中央病院 中西総合法律事務所 （福）緑葉会大瀬戸厚生園

敬称略・五十音順
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自治体、公的機関、民間企業、個人の方の寄付型支援自販機の設置を募集しています。

支援自販機　設置者ご紹介（順不同　敬称略）	 （令和５年４月1日現在）

寄付型支援自販機は、飲料水の売上手数料の一部が犯罪被害に遭われた方々の支援に活用されます。
飲料水の購入者による被害者支援活動と、設置者も社会貢献活動ができる仕組みです。
現在、 県内に73台（68箇所）設置しています。設置者の皆様へお礼申し上げます。

自動販売機が「募金箱」となって、売上金の一部が犯罪被害者支援活動に活かされます。

三者による協定書（業務委託契約）

1 学校法人九州文化学園

2 （株）和山

3 （有）オートテイク

4 （株）あたご

5 十八親和銀行佐世保本店営業部

6 十八親和銀行浜田町支店

7 （有）安全タクシー

8 島原鉄道（株）

9 長崎自動車（株）ココウォーク

10 J Ａ島原雲仙愛野支店選果場

11 松浦市市民運動公園

12 長崎市香焼総合運動公園

13 西そのぎ商工会

14 （株）ネックス

15 （株）富士国際ホテル

16 J Ａ島原雲仙愛野支店農機具センター

17 対馬天和産業（株）

18 下田商事（株）

19 （医）博愛会哲翁病院

20 （株）吉本ハイテック

21 針尾江上地区防犯隊

22 長崎自動車（株）本社

23 （株）日興防錆鋼業

24 （一社）松浦魚市場協会

25 佐世保卸団地協同組合

26 オートサービスふじい

27 （株）テクノ

28 松浦市星鹿公民館

29 （株）J －PＯＷＥＲビジネスサービス
松浦事業所

30 十八親和銀行佐世保支店

31 （株）J －PＯＷＥＲビジネスサービス
松島事業所

32 （株）カワハラ住宅産業

33 共立自動車学校

34 小浜食糧㈱　２台

35 （株）まつばや

36 九州電力長崎支店

37 壱岐消防署郷ノ浦支署

38 壱岐消防署勝本出張所

39 大坪建設（株）

40 長崎県自動車整備振興会　２台

41 （有）平村自動車

42 （医）壮志会押渕病院

43 ながさき南部生産組合

44 （株）システック井上

45 （有）リッチ

46 西部ガスリアルライフ長崎㈱

47 （株）サンマーチ

48 茶話の里小規模多機能ホーム

49 （有）タカ産業

50 飛翔館

51 （有）ダイイチ機設工業

52 佐世保卸団地協同組合

53 （株）上五島アンプク

54 春日神社（佐世保市吉井町）

55 長崎県警察本部

56 （一社）島原市医師会

57 長崎県警察武道館

58 島原市役所

59 島原市島原総合運公園

60 （資）マルイチ線香本舗

61 （医）村上病院

62 長星安全産業（株）

63 満寿美七工区

64 割烹満寿美時津店　３台

65 （医）レディースクリニックＩＣＨＩＲＯ

66 長与町役場

67 時津町役場　２台

68 （株）A company

〇自 治 体
〇公的機関
〇民間企業
〇個　　人

長崎犯罪被害者
支援センター

設置要請・承諾

支援寄付金
販売手数料

自販機設置

〇 ベンダー
自販機設置
商品補充・
売上金回収

支援寄付金はベンダーが代行します

寄付型支援自動販売機設置個所（令和５年４月現在）9
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資 料 編

犯罪被害者等支援の
経緯（年表）



番号 年 月 日 で　き　ご　と

1 1974年
（昭和49年）

８月30日 三菱重工ビル爆破事件 ●同事件をめぐり犯罪被害給付制度の必
要性が論議された

2 1980年 
（昭和55年）

５月１日 「犯罪被害者等給付金支給法」公布
（56年１月１日施行）

●通り魔殺人等の故意の犯罪行為により、
不慮の死を遂げた被害者の遺族又は身
体に障害を負わされた被害者等に対し
て、被害者等の精神的、経済的打撃の
緩和を図るため、社会の連帯共助の精
神に基づき、給付金を支給

3 1981年 
（昭和56年）

５月21日 財団法人犯罪被害救援基金設立

4 1985年 
（昭和60年）

８月26日 「犯罪防止及び犯罪者の処遇に関する第
７回国際連合会議」において「犯罪及び
権力濫用の被害者のための司法の基本原
則宣言」を採択

●被害者は、その尊厳に対し共感と敬意
をもって扱われるべきであること
●被害者が必要な物質的、医療的、精神
的、社会的援助を受けられるようにし、
その情報を被害者に提供すべきこと
●各国政府における適切な制度整備を求
めるもの

5 1991年 
（平成３年）

10月３日 犯罪被害給付制度発足10周年記念
シンポジウム開催

●同シンポジウムにおいて、被害者等の
精神的援助の必要性が指摘される。
●全国規模の犯罪被害者実態調査と組織
的被害者支援活動の契機となる。

6 1992年 
（平成４年）

３月 「犯罪被害者相談室」（東京）設立 ●東京医科歯科大学の研究所教室内に開
設、全国初の被害者支援活動を開始

7 1996年
（平成８年）

２月１日 警察庁が「被害者対策要綱」を制定 ●警察が、被害者の置かれている現状を
踏まえ、被害者の視点に立った各種の
施策を総合的に推進するに当たっての
当面の基本的指針を定めることを目的
とする

8 1998年 
（平成10年）

５月29日 「全国被害者支援ネットワーク」設立 ●全国の８組織が連携し、被害者支援の
向上を図るために全国組織を結成

9 ８月18日 「長崎県被害者支援連絡協議会」の設置
（事務局：警察本部）

●関係機関・団体が連携して被害者等を
支援するためのネットワーク構築

10 1999年 
（平成11年）

４月１日 検察庁における被害者等通知制度の実施 ●受理した全ての事件について、被害者、
親族及びその代理人等並びに目撃者等
の参考人を通知対象とする。
●通知内容は、事件の処分結果、公判期
日、裁判結果等

11 ５月26日 「児童買春、児童ポルノに係る行為等の処
罰及び児童の保護等に関する法律」公布
（11月１日施行）

12 ８月24日 長崎県警察本部に「被害者対策室」を設置
（平成16年、「犯罪被害者支援室」に改称）

犯罪被害者等支援の経緯（年表） 　
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番号 年 月 日 で　き　ご　と

13 2000年 
（平成12年）

５月19日 刑事訴訟法及び検察審査会法の一部を改
正する法律公布

●性犯罪の告訴期間の撤廃及び検察審査
会への審査申立権者の範囲拡大等
　（６月８日施行）
●証人への付添いや遮へい措置の導入
　（11月１日施行）
●ビデオリンク方式による証人尋問の
　導入（13年６月１日施行）

14 ５月19日 犯罪被害者等の保護を図るための刑事手
続に付随する措置に関する法律公布
（11月1日施行）

●犯罪被害者等の公判手続の傍聴に対す
る裁判長の配慮義務
●犯罪被害者等による公判記録の閲覧・
謄写を可能とする制度の導入
●民事上の争いについての刑事訴訟手続
における和解

15 ５月24日 児童虐待の防止等に関する法律公布
（11月20日施行）

●児童虐待の定義
●早期発見努力、通告義務
●警察への援助要請

16 ５月24日 ストーカー行為等の規制等に関する法律
公布
（11月24日施行）

●「つきまとい等」の規制
●「ストーカー行為」に対する罰則

17 12月６日 少年法等の一部を改正する法律公布
（13年４月１日施行）

●刑事処分可能年齢引下げ
●被害者等の申出による意見の聴取
●被害者通知制度
●被害者等による記録の閲覧・謄写

18 2001年 
（平成13年）

４月13日 「犯罪被害者等給付金支給法」を「犯罪
被害者等給付金の支給等に関する法律」
に改正

●障害給付金の支給対象範囲の拡大や重
傷病給付金の創設
　（７月１日施行）
●犯罪被害者等早期援助団体を指定する
制度の創設
　（14年４月１日施行）

19 ４月13日 配偶者からの暴力の防止及び被害者の保
護等に関する法律公布（10月13日施行、
一部は14年４月１日施行）

●配偶者からの暴力の定義
●配偶者暴力相談支援センターの業務
●被害者の保護
●保護命令に関する規定

20 2002年 
（平成14年）

１月30日 犯罪被害者等早期援助団体に関する規則
公布
（14年４月１日施行）

21 2003年 
（平成15年）

３月20日 NPO法人長崎被害者支援センター設立
（県内で初の民間支援団体）

●特定非営利活動法人認証
　（15年６月６日）
●法人登記
　（15年６月18日）

22 2004年 
（平成16年）

４月14日 児童虐待の防止等に関する法律の一部を
改正する法律公布
（10月１日施行）

●虐待対象、通告義務拡大等

23 ５月28日 刑事訴訟法等の一部を改正する法律公布
（21年５月21日施行）

●再度の起訴相当議決による強制起訴制
度の導入
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番号 年 月 日 で　き　ご　と

24 2004年 
（平成16年）

６月２日 配偶者からの暴力の防止及び被害者の保
護等に関する法律の一部を改正する法律
公布
（12月２日施行）

●暴力の定義の改正
●被害者の自立支援を国・地方公共団体
の責務として明記
●保護命令適用範囲の拡大
●退去命令期間の延長
●接近禁止の対象等拡大

25 ６月18日 児童買春、児童ポルノに係る行為等の処
罰及び児童の保護等に関する法律の一部
を改正する法律公布
（７月８日施行）

　

26 12月８日 「犯罪被害者等基本法」公布
（17年４月１日施行）

●犯罪被害者等のための施策に関する基
本理念を規定
●国・地方公共団体・国民の責務、施策
の基本事項を規定

27 2005年 
（平成17年）

12月27日 「犯罪被害者等基本計画」閣議決定

28 2006年 
（平成18年）

４月１日 犯罪被害給付制度改正
（施行令・施行規則改正）

●重傷病給付金の支給要件緩和
●支給対象期間の延長
●親族間犯罪における支給制限の緩和

29 ４月10日 日本司法支援センター（法テラス）設立 　

30 ６月21日 犯罪被害財産等による被害回復給付金の
支給に関する法律公布
（12月１日施行）

　

31 ９月４日 長崎県犯罪被害者等支援庁内連絡会議を
設置（総合窓口：県民安全課）

32 10月２日 法テラス業務開始
（犯罪被害者支援業務開始）

●犯罪被害者支援ダイヤル等における法
制度の紹介や相談窓口の案内
●犯罪被害者支援の経験や理解のある弁
護士の紹介

33 2007年 
（平成19年）

６月１日 児童虐待の防止等に関する法律及び児童
福祉法の一部を改正する法律公布
（20年４月１日施行）

●関係機関同士が要保護児童等に関する
情報交換や支援内容の協議を行う「要
保護児童対策地域協議会」の設置を努
力義務化

34 ６月15日 更生保護法公布
（12月１日施行）

●保護観察対象者に犯罪被害者等に関す
る心情等を伝達する制度、仮釈放等審
理において犯罪被害者等の意見等を聴
取する制度を導入

35 ６月27日 犯罪被害者等の権利利益の保護を図るた
めの刑事訴訟法等の一部を改正する法律
公布

　

36 ６月27日　「刑事訴訟法」の改正 ●犯罪被害者等の刑事裁判への参加、証
人への尋問、被告人への質問、求刑等
意見陳述制度の新設及び被害者等に関
する情報の保護
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番号 年 月 日 で　き　ご　と

37 2007年 
（平成19年）

６月27日　犯罪被害者等の保護を図るための刑事手
続に付随する措置に関する法律の改正

●犯罪被害者等による損害賠償請求に関
し、刑事手続の成果を利用する損害賠
償命令制度の創設
　（20年12月１日施行）
●刑事裁判手続における犯罪被害者等の
氏名等の情報を保護するための制度の
創設、公判記録の閲覧・謄写の範囲の
拡大等
　（12月26日施行）

38 ６月27日 「民事訴訟法」の改正 ●証人尋問及び当事者尋問の際の付添い、
遮へい及びビデオリンク方式の導入の
改正
　（20年４月１日施行）

39 ７月11日 配偶者からの暴力の防止及び被害者の保
護等に関する法律の一部を改正する法律
公布
（20年１月11日施行）

●市町村における基本計画策定の努力義
務化
●配偶者暴力相談支援センター業務の充
実
●保護命令制度拡充
●禁止行為（電話等によるつきまとい）、
暴力の対象（生命に関わる暴言）等拡大

40 10月１日 法テラス関連業務 ●日弁連委託援助業務開始

41 2008年 
（平成20年）

１月 「長崎県犯罪被害者等支援計画」策定 　

42 ４月18日 犯罪被害者等給付金の支給等に関する法
律の一部を改正する法律公布
（犯罪被害者等給付金の支給等による犯
罪被害者等の支援に関する法律に改称）
（７月１日施行）

●休業損害を考慮した重傷病給付金等の
加算
●重度後遺障害者（障害等級第１級から
第３級までに該当する障害が残った
方）に対する障害給付金の引上げ

43 ４月23日 犯罪被害者等の権利利益の保護を図るた
めの刑事手続に付随する措置に関する法
律及び総合法律支援法の一部を改正する
法律公布（12月１日施行）

●被害者参加制度及び被害者参加人のた
めの国選弁護制度の創設

44 ６月18日 少年法の一部を改正する法律公布
（12月15日施行）

●被害者等から申し出がある場合、少年
審判の傍聴を許可する制度の創設
●家庭裁判所が被害者等に少年審判の状
況を説明する制度の創設
●閲覧・謄写できる記録の範囲拡大
●被害者等の申出による意見聴取の対象
者拡大

45 12月１日 法テラス関連業務 ●被害者参加人のための国選弁護制度に
関する業務開始
●損害賠償命令等の請求について、民事
法律扶助業務で無料法律相談、弁護士
費用の立替え開始
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番号 年 月 日 で　き　ご　と

46 2008年 
（平成20年）

12月10日 NPO法人長崎被害者支援センターが長崎
県公安委員会から「犯罪被害者等早期援
助団体」に指定される

　

47 2009年 
（平成21年）

９月11日 犯罪被害者等給付金の支給等による犯罪
被害者等の支援に関する法律施行規則の
一部を改正する規則公布
（10月１日施行）

●DV事案と認められる親族間犯罪の場
合等における特例規定の見直し

48 2011年 
（平成23年）

３月25日 第２次犯罪被害者等基本計画閣議決定 　

49 ３月 「新長崎県犯罪被害者等支援計画」策定 　

50 ７月７日 警察庁において「犯罪被害者支援要綱」
を制定

　

51 ７月12日 一般社団法人長崎犯罪被害者支援セン
ター設立

　

52 ７月15日 犯罪被害者等給付金の支給等による犯罪
被害者等の支援に関する法律施行規則の
一部を改正する規則公布
（７月15日施行）

●障害等級の見直し

53 2012年 
（平成24年）

10月１日 一般社団法人長崎犯罪被害者支援セン
ターが公益社団法人長崎犯罪被害者支援
センターとなる（移行認定）

●NPO法人長崎被害者支援センター解散
決議（24年９月27日）
●NPO法人長崎被害者支援センター清算
結了（25年１月22日）

54 11月15日 公益社団法人長崎犯罪被害者支援セン
ターが長崎県公安委員会から「犯罪被害
者等早期援助団体」に指定される

55 2013年 
（平成25年）

６月12日 犯罪被害者等の権利利益の保護を図るた
めの刑事手続に付随する措置に関する法
律及び総合法律支援法の一部を改正する
法律公布
（12月１日施行）

●被害者参加旅費等支給制度の開始
●被害者参加人のための国選弁護制度の
資力要件の緩和

56 ７月３日 配偶者からの暴力の防止及び被害者の保
護等に関する法律の一部を改正する法律
公布
（26年１月３日施行）

●対象関係（生活本拠を共にする交際相
手からの暴力及びその被害者を含む）
を拡大

57 ７月３日 ストーカー行為等の規制等に関する法律
の一部を改正する法律公布
（10月３日施行、一部は７月23日施行）

●連続して電子メールを送信する行為が
規制対象となる
●禁止命令等を行うことができる公安委
員会等の拡大

58 12月１日 法テラス関連業務 ●被害者参加旅費等支給業務開始
●被害者参加人のための国選弁護制度及
び日弁連委託援助の利用対象者の資力
要件の緩和
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番号 年 月 日 で　き　ご　と

59 2014年 
（平成26年）

4月 1日 法テラス関連業務 ●損害賠償命令等の請求について、民事
法律扶助業務でカウンセラー同席費用
の立替え開始

60 ６月25日 児童買春、児童ポルノに係る行為等の処
罰及び児童の保護等に関する法律の一部
を改正する法律公布
（7月15日施行、一部は27年７月15日施行）

　

61 10月10日 犯罪被害者等給付金の支給等による犯罪
被害者等の支援に関する法律施行規則の
一部を改正する規則公布
（11月１日施行）

●別居の兄弟姉妹及び児童虐待事案等に
おける支給制限の緩和

62 2015年 
（平成27年）

９月11日 内閣の重要施策に関する総合調整等に関
する機能の強化のための国家行政組織法
等の一部を改正する法律公布
（28年４月１日施行）

●内閣府が担っている犯罪被害者支援に
関する業務を国家公安委員会に移管

63 2016年 
（平成28年）

４月１日 第３次犯罪被害者等基本計画閣議決定

64 ４月１日 長崎犯罪被害者支援センターに性暴力被
害者支援専用窓口「サポートながさき」
を開設

●長崎県より「性暴力被害者支援業務」
を受託し、専任相談員配置、専用電話
設置

65 ６月７日 国外犯罪被害弔慰金等の支給に関する法
律公布
（28年11月30日施行）

66 2017年 
（平成29年）

３月 第３次長崎県犯罪被害者等支援計画の策
定

67 ６月23日 刑法の一部を改正する法律公布
（平成29年７月13日施行）

●強制性交罪等の創設等

68 2018年 
（平成30年）

３月30日 犯罪被害者等給付金の支給等による犯罪
被害者等の支援に関する法律施行令の一
部を改正する政令公布
（４月１日施行）

●幼い遺児における遺族給付金の引上げ
●重傷病給付金の給付期間の延長
●仮給付金の額の制限見直し

69 ３月30日 犯罪被害者等給付金の支給等による犯罪
被害者等の支援に関する法律施行規則の
一部を改正する規則公布
（４月１日施行）

●親族間犯罪における減額・不支給事由
の見直し

70 2019年 
（令和元年）

７月16日 長崎県犯罪被害者等支援条例公布・施行

71 ８月２日 長崎県市町犯罪被害者等支援推進協議会
を設置

72 ８月28日 長崎県犯罪被害者等支援推進会議を設置

73 12月 長崎県犯罪被害者等支援計画の策定
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番号 年 月 日 で　き　ご　と

74 2021年 
（令和３年）

３月30日 第４次犯罪被害者等基本計画閣議決定

75 10月１日 性犯罪・性暴力被害者支援のための「夜
間休日対応コールセンター」を内閣府が
開設

●全国のワンストップ支援センターの取
組支援
●24時間・365日運営
　（長崎犯罪被害者支援センターの対応）
１）10/1 ～コールセンターとの暫定運用
２）R4.4.1 ～コールセンターとの全面的運用

76 2022年 
（令和４年）

３月 第４次長崎県犯罪被害者等支援計画の策
定

77 ６月22日 「ＡＶ出演被害防止・救済法（略称）」公
布
（６月23日施行）

●ＡＶ出演契約ごとの書面締結・交付説
明義務
●出演契約～撮影～公表のそれぞれの期
間設定
●任意解除、差止請求等の法定

78 10月７日 親族等からの性暴力等を理由とする住民
基本台帳事務における支援措置の申出に
係る相談機関に、性暴力被害者支援
ワンストップ支援センターが該当として
整理

令和４年10月７日（事務連絡）
内閣府男女共同参画局男女間暴力対策課長
各都道府県・政令市・性犯罪・性暴力被
害者のためのワンストップ支援センター
主管課長へ通知

（出典）「第４次長崎県犯罪被害者等支援計画（令和４年３月）」の資料編「犯罪被害者等支援の経緯」
（但し、次の掲載番号の事項はセンター追記）

5 6 9 20 21 65 67 75 77 78
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号数 巻頭言執筆者（敬称略） 巻頭言タイトル 発行 掲載ページ

ニュースレター
１号 長崎被害者支援センター 理事長　　塩飽 志郎 理事長挨拶 H16. ４ 79

２号 同 理事長　　塩飽 志郎 理事長挨拶 H16.12 85

３号 同 理　長　　川添 志 新任理事ご挨拶 H17. ９ 93

４号 同 理　事　　前田 和明 社会生活にひそむ「危機」ということ H18. ３ 97

５号 長崎県警察本部 警務部長　稲葉 康裕喜 巻頭言 H18. ８ 101

６号 長崎被害者支援センター 監　事　　中野 明人 支援とは H19. ３ 109

７号 同 理事長　　塩飽 志郎 早期援助団体を目指す H19. ８ 113

８号 同 監　事　　中野 明人 「被害者の心情に思いを寄せて」 H20. ３ 119

９号 同 理　事　　永田 耕司 新理事 就任あいさつ H20. ９ 125

10号 同 理事長　　塩飽 志郎 犯罪被害者等早期援助団体の指定を受けて H21. ３ 131

11号 同 理　事　　大西 由紀子 新理事 就任あいさつ H21. ９ 139

12号 長崎県警察本部 警務課長　橋口 一久 警察庁長官賞状の受賞を受けて H22. ４ 147

13号 長崎被害者支援センター 副理事長　宮原 福子 就任のあいさつ　～盆に想った事～ H22. ９ 153

14号 長崎県警察本部 警務部長　大窪 雅彦 被害者支援の更なる充実に向けて H23. ５ 159

あじさい支援だより

１号 長崎県 県民生活部県民安全課長　 
藤田 邦行 ともに支え合う社会の実現を目指して H23. ８ 165

２号 長崎県警察本部 警務部長　荒瀬 伸郎 途切れない被害者支援に向けて H24. ４ 173

３号 長崎犯罪被害者支援センター 理事長　　塩飽 志郎 公益社団法人の認定を受けて H24.11 181

４号 同 正会員（長崎こども・女性・障害者支援センター 
所長）　　大塚 俊弘 支援者に求められる姿勢とは H25. ３ 185

５号 長崎県警察本部 警務課長　駒田 敏郎 被害者支援について思うこと H25.10 191

６号 長崎犯罪被害者支援センター 副理事長　前田 和明 ことばと出会い・人間関係について思うこと H26. ４ 197

７号 同 監　事　　中野 明人 「一人じゃない」ということ H26. ９ 207

８号 同 正会員（弁護士・長崎県弁護士会） 
飯田 直樹 「被害者支援」に関わる弁護士の役割 H27. ４ 211

９号 同 正会員（前 センター理事長）塩飽 志郎 理事長12年を振り返って H27.10 221

10号 同 理事長　　前田 和明
12年目のごあいさつ 

【これまでの活動と、性暴力被害ワンストップ 
　支援窓口について】

H28. ４ 231

11号 長崎県 県民生活部交通・地域安全課長　 
宮下 直樹

性暴力被害者支援「サポートながさき」の開設に
あたり H28.10 241

12号 長崎犯罪被害者支援センター 副理事長　川添 志 総合力で被害者支援を H29. ４ 249

13号 長崎県警察本部 警務部警務課犯罪被害者支援室長　 
宮﨑 秀樹 犯罪被害者等の声を聴く H29.10 259

14号 長崎犯罪被害者支援センター 理　事　　松尾 整子 頼 む 力 H30. ４ 267

15号 長崎県警察本部 警務部警犯課犯罪被害者支援室長　 
門脇 隆仁 犯罪被害者等に優しい長崎県を目指して H30.10 277

16号 長崎犯罪被害者支援センター 理　事　　北爪 宏明 支援の輪を広げよう H31. ４ 285

17号 長崎県警察本部 警務部広報相談課犯罪被害者支援室長　 
北平 辰実 「多 機 関 連 携」 R 1.10 295

18号 長崎犯罪被害者支援センター 理事長　　前田 和明 「県・市・町にも広がる犯罪被害者支援の輪」 R 2. ４ 305

19号 長崎県警察本部 警務部広報相談課犯罪被害者支援室長　 
岩木 浩

「加害者も被害者も生まない犯罪等のない社会の
　実現のために」 R 2.10 315

20号 長崎県 県民生活環境部交通・地域安全課長　 
永尾 俊之 『今求められていること　今できること』 R 3. ４ 325

21号 長崎県警察本部 警務部広報相談課犯罪被害者支援室長　 
松尾 英樹 「犯罪被害者等が生きやすい社会の実現に向けて」 R 3.10 335

22号 長崎犯罪被害者支援センター 監　事　　中野 明人 「初心にかえる～設立20年目の節目を迎えて～」 R 4. ４ 345

23号 長崎県警察本部 警務部広報相談課犯罪被害者支援室長　 
伊東 浩一 「被害者に寄り添う支援を」 R 4.10 355

24号 長崎県 県民生活環境部交通・地域安全課長　 
濵田 次則 【ワンストップセンターとしての役割】 R 5. ４ 365
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